
 ３ 令和３年度(2021年度)生涯学習関連事業評価一覧
【基本施策１　番号１～４９、４8事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

1

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

自然体験・
自然観察
会

本市の特長でもある豊
かな自然を活かし、市
民を対象とした自然観
察会を行う。

どなた
でも

3 57名
(ホタル：23
名、秋：15
名、
星空：19名)

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

予定していた全4回のう
ち、3回は人数を制限・規
模を縮小し実施をした
が、2月実施予定の1回
はまん延防止等重点措
置の延長を受け、新型コ
ロナウイルス感染症拡大
防止の観点及び参加者
の安全のため、中止とし
た。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

50名 57名
(ホタル：
23名、秋：
15名、
星空：19
名)

A 65名 取組の
継続

今後も引き続き感染症
対策を実施しながら、市
民に身近な自然と触れ
合う機会を提供する。

31 15 30 学習支援課

2

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

出張体験
講座

市内小学校に講師を派
遣して、子どもたちに多
様な体験型講座を実施
する。

子ども 5 252人 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響
により全面中止とした
が、令和3年度は感染対
策を行いながら、できる
範囲で実施した。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

６校 5校
（ほかに新
型コロナウ
イルス感染
症の影響
により1校
未実施）

A 20校
（より多くの子
どもたちが、多
様な体験を行
える機会を充
実させる。）

取組の
継続

子どもたちが健やかに
育ち、豊かな人生を歩む
ための基礎づくりを行う
ことを目的とし、地域の
ニーズを踏まえ、スポ―
ツや文化芸術などを子
どもが体験できる機会
を提供する本講座の実
施校を拡充する。

626 420 6,866 放課後児童
支援課
（ＮＰＯ法人
八王子生涯
学習コ―
ディネ―タ
―会）

3

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

赤ちゃん
ふれあい
事業

市内の中学校と地域の
関連機関が連携して、
中学生が乳幼児や妊婦
とふれあう機会を提供
し、命の大切さを再認
識するとともに、自尊感
情を育む。

子ども 35 35校 委託 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

助産師会によるいのちの
講義と、妊婦ジャケット
等を使用した体験、妊婦
や乳幼児親子と直接ふ
れあう体験を実施してい
たが、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止の
ため、実会場での妊婦や
乳幼児親子の参加は見
合わせた。代替内容とし
て、令和3年度3月実施
校からは、オンラインを
活用した妊婦や乳幼児親
子との交流を実施した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

すべての
公立中学
校（38校）
での実施

公立中学
校35校

B すべての公立
中学校（38校）
での実施

取組の
継続

令和4年度からはオンラ
インを活用した妊婦・乳
幼児親子とのふれあい
交流を本格実施し、すべ
ての公立中学校で事業
を実施する。

3,248 2,406 3,273 子どものし
あわせ課
（八南助産
師会）

4

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

子ども体
験塾「ト
イ・トイ　オ
―ケスト
ラ！」

オ―ケストラを実際に
鑑賞する機会の少ない
子どもたちに、迫力あ
る生の演奏を体感する
機会を提供し、音楽へ
の興味と豊かな感性を
育む。

親子・
保護者

1 710人 実行
委員
会

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染症対策を講じながら
も内容・方法を工夫し、
体験機会の提供を減らす
ことなく実施。以前は入
場者数及びチケット収入
の確保には課題があった
が、今回からタイトルや
内容をリニュ―アルした
企画になったことで、応
募総数が通常の定員を
上回った。

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―ト
で5段階
評価を行
い、「大変
良かった」
または「良
かった」の
合計割合
を、80%
以上

「大変良
かった」ま
たは「良
かった」の
合計割合
は89.0％
であった

A アンケ―トで5
段階評価を行
い、「大変良
かった」または
「良かった」の
合計割合を、
80%以上

取組の
継続

オ―ケストラとの共演を
希望する学校の選定に
ついて。

0 0 0 子どものし
あわせ課
（学園都市
文化ふれあ
い財団）

5

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

八王子浅
川水辺の
楽校

生き物の採集やボ―ト
での川遊びなどの体験
活動を通して環境教育
の充実を図るとともに
環境を大切にする心と
行動力を育てる。

子ども 4 252 実行
委員
会

変
更
し
て
実
施

― 令和3年６月に３つの小
学校と１つの幼稚園とウ
グイの放流を行った。実
施に際しては、事前に学
校と相談し、安全に行え
ると確信した場合のみ
行った。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

社会状況
を勘案し
たうえで、
安全にで
きるだけ
多くのイベ
ントを実
施する。

４校とイベ
ントを行う
ことができ
た。

B 1つでも多くの
イベントを行
う。

取組の
継続

コロナ禍の下、感染者を
出さないで１つでも多く
イベントを行うことを目
標とする。

250 90 250 水環境整備
課（八王子
浅川水辺の
楽校運営協
議会）

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

6

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

八王子「宇
宙の学校」

小学校１年生から３年生
を対象に、実験工作に
取り組むスクーリングと
家庭学習を組み合わせ
た教育プログラムに基
づき、子供たちの心に
「好奇心」「冒険心」「匠
の心」を育んでいくこと
を目的に宇宙教育を行
う。また、事業は、市民
や学生ボランティア等
との協働により進めて
いる。

親子・
保護者

― ― 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― 令和元年度は２４９組の
参加があり、３会場で４
回のスク―リングを開催
したが、令和２年度、3年
度は新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点か
ら当該事業を中止とし
た。その代替事業とし
て、JAXAのホ―ムペ―
ジを紹介するなど家庭学
習が可能なチラシを作成
し、対象学年の児童全員
に配布した。（昨年度との
変更点なし）

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―ト
集計結果
における
満足度
90%以上

― 評
価
な
し

アンケ―ト集計
結果における
満足度
90%以上

取組の
継続

新型コロナウイルスの感
染状況を注視しつつ、参
加者やボランティアの安
全安心を最優先とした
対策を図り開催する。会
場数3→2、実施回数各
会場4回→3回、募集人
員も従来の25％程度の
会場ごとに22組と18
組とした。

700 0 700 こども科学
館
（宇宙の学
校実行委員
会）

7

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

青少年講
座

子どもたちに社会体
験、職業体験、伝統文化
体験をはじめとする多
様な体験学習の場を提
供し、自発的・主体的な
学習活動の基礎をつく
る。

子ども 14 245 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策
を講じた上で3館合計
16講座を開催し、262
名が参加した。
（参考：令和2年度は中止
が多く、1講座のみ）

参
加
者
の
満
足
度

満足度
90%以上

アンケート
で「大変満
足」「満足」
と答えた割
合89.8%

A 満足度90%以
上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で講座を実施し、子
どもたちに多様な体験
学習の場を提供してい
く。

297 214 588 学習支援課

8

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

ジュニア
育成事業

トップアスリ―トが直接
指導する各種スポ―ツ
教室を開催し、子どもた
ちの競技力と意識の向
上を図る。

子ども 5 159 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は、対面のほかに
オンラインで開催した教
室もあったが、今年度は
人数制限等の感染症対
策を講じて予定した内容
で会場開催することがで
きた。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 360人 参加者数
159人
（目標値に
対する参加
割合
44.16％）

B 実施 改善・
見直し
の実施

指定管理者、大学のスポ
―ツ教室の情報を市ホ
―ムぺ―ジ、Ｆａｃｅｂｏｏ
ｋで紹介していく。

1,500 1,500 0 スポ―ツ振
興課

9

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

夏休み子
どもい
ちょう塾

大学コンソ―シアム八
王子加盟校の先生たち
が、その大学・学部等の
特色を活かして、子ども
たちに夏休みの特別教
室を開講する。

子ども 1 申込者：６９
４人(市内小
学校：６７校・
他１校)
参加者：301
人

補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

市内小学校４～６年生全
児童にパンフを配布し
た。当日は検温・消毒・マ
スク着用を必須とし、保
護者の別室待機等、感染
症対策を実施した。一
方、満足度向上のため
に、本年度、初めて受講
者に修了証を発行した。

普
及
・
啓
発
等

対象者へ
の周知を
しっかり
行い、安全
に配慮し
て開催す
る。

軽度の火
傷が１件発
生したが、
配置した看
護師により
適切に対
処された。
開催後に
感染者の
報告はな
かった。

A アンケ―ト調査
により、高等教
育機関への理
解が深まった
（７割以上）。

取組の
継続

イベントへの参加を通じ
て、高等教育機関への理
解を深めることにより、
学園都市八王子の実現
を目指す。

1,904 1,145 1,716 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

10

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

謎解き！
脱出ゲ―
ム

子ども向けグル―プワ
―クプログラムとして、
提示された課題をグル
―プで話し合い協力し
ながら解決することで
協調性等を育む。

子ども 1 22人 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染症感染拡大を防止
するため、各館が参加す
る規模による実施は見
送った。準備が整ってい
た1つの児童館のみで人
数を絞って実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

1回開催 1回開催 A 1回開催 取組の
継続

感染症対策として密の
回避、人流の抑制が求め
られている中で、児童館
でどのような行事がど
れだけできるか見通し
が立たない。そのような
中にあっては、小規模に
1回でも実施できればよ
いと考える。

0 0 0 青少年若者
課

11

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

学校等へ
の車いす
等体験学
習

児童・生徒を中心に、福
祉講話・車いす体験・高
齢者疑似体験・点字体
験・アイマスク体験を実
施する。

子ども 49 2,941名 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和2年度に引き続き社
協職員が講師として説明
していたが、コロナのた
め車いすのみ貸出に変
更し、教員が説明できる
ようマニュアルと説明動
画を配付した。高齢者疑
似体験、点字、アイマスク
については消毒維持管
理が難しいため、貸出中
止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

対応件数
60件
参加者数
4,000人

対応件数
49件
参加者数
2,941人

B 対応件数　60
件
参加者数
4,000人

取組の
継続

コロナが終息するまで
現状維持での運用を行
い、盲導犬及び車いす生
活者の講話は学校の協
力のもと感染症対策を
徹底して、積極的に実施
する。

243 57 127 福祉政策課
(社会福祉
協議会)
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

12

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

夏休み体
験ボラン
ティア活
動

中学生から青年など若
年層を対象に夏休み期
間を利用して、高齢者
施設・障害者施設・保育
園等の協力のもと、ボ
ランティア活動を体験
することで、住民主体で
の福祉のまちづくりを
行う。

子ども 1 55名 補助 変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

非接触型の活動として、
高齢者施設入所者・利用
者に向けて絵手紙などを
書く活動を実施した。令
和元年度まで実施してい
た、福祉施設での対面で
のボランティア活動につ
いては、引き続き中止と
した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

50人 参加者数
55人
（目標値に
対する参加
割合
110％）

A 50人 改善・
見直し
の実施

対面方式でのボランティ
ア活動を模索していくと
共に、非接触型の活動も
企画実施し、つながりあ
い支えあいの町づくり
を目指す。

75 0 127 福祉政策課
(社会福祉
協議会)

13

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

青少年海
外交流

海外の青少年と交流
し、国際理解を深め、異
文化・外国語でのコミュ
ニケ―ション体験により
国際的視野を持った青
少年を育成する。

子ども 1 10人 市単
独

変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止の観
点から、現地派遣を中止
し、海外友好都市である
台湾・高雄市の中学生と
オンラインによる交流を
実施した。

参
加
者
の
満
足
度

参加者ア
ンケ―トの
項目にお
ける『参加
前後で、海
外や外国
語への興
味・関心が
向上した
かどうか』
の設問に"
はい"と回
答した参
加者の割
合が80%
以上

アンケ―ト
で「交流会
に参加して
よかった」
と答えた割
合が
100％

A 参加者アンケ
―トの項目に
おける『参加前
後で、海外や外
国語への興味・
関心が向上し
たかどうか』の
設問に"はい"
と回答した参
加者の割合が
80%以上

取組の
継続

コロナ禍にあってオンラ
インやVR等を活用した
より効果的な事業の展
開

425 0 5,730 学習支援課

14

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

北海道白
糠町小学
生交流事
業

本市と歴史的なゆかり
のある北海道白糠町の
小学生と交流し、互い
の地の歴史や文化を学
ぶとともに、友情を育
み、親善を深め、相手を
思いやる心を醸成す
る。

子ども ― ― 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 令和3年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響等
を考慮し未実施。

参
加
者
の
満
足
度

参加者ア
ンケ―トに
おける『交
流事業に
参加して
よかった
か』の設問
に対して"
よかった"
または"と
てもよ
かった"と
回答した
参加者の
割合が
100％

― 評
価
な
し

参加者アンケ
―トにおける
『交流事業に参
加してよかっ
たか』の設問に
対して"よかっ
た"または"と
てもよかった"
と回答した参
加者の割合が
100％

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症対策を徹底し、本市と
白糠町の歴史や文化の
学習・体験を通じて友情
及び郷土を愛する心を
育む。

101 0 1,035 文化財課

15

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

市民自由
講座

歴史、文学、健康等、多
種多様な分野の講座を
市民団体・大学・企業な
どと連携して実施し、市
民の生涯学習活動の
きっかけづくりとする。

どなた
でも

95 2,623 市単
独

変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

定員制限等の感染対策
を講じた上で3館合計
103講座を開催し、
2,822名が参加した。
（参考：令和2年度は76
講座、2,372名参加）

参
加
者
の
満
足
度

満足度
80％以上

アンケート
で「大変満
足」「満足」
と答えた割
合83.1%

A 満足度80%以
上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で講座を実施し、市
民の生涯学習活動の
きっかけづくりとする。

1,536 1,587 2,221 学習支援課

16

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

八王子学
園都市大
学（いちょ
う塾）

大学等の高度で専門的
な学習機会を継続的に
提供し、市民の生きが
いづくりやまちの活性
化に貢献することを目
指す。

成人 134 1,863 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

前期講座（4～8月）につ
いては、学園都市センタ
―で開講する５月講座
（24講座）と６月開講の1
講座が中止。また大学の
正規科目は、一部の大学
で4講座中止となった。
後期講座（9～3月）につ
いては、引き続き感染対
策を行いながら開催。中
止となった講座は講師の
体調不良で2講座のみ。

参
加
者
の
満
足
度

95%以上 前期一般
講座
94.1％
後期一般
講座
89.4%

B 95％以上 取組の
継続

新型コロナウィルス感染
対策を行いながら、年間
220講座を目標に実施
する。また、令和4年度
より、公開講座を再開す
る予定。その内6講座は
オンラインにて開催する
方向。

54,968 47,866 61,895 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

3 / 24 ページ



【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

17

講
座
・
教
室

家
庭
生
活

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

消費生活
講座・講演
会

自立し、自ら行動する消
費者市民を育むため、
各種消費生活講座・講
演会等を開催し、消費
者への啓発を図る。

どなた
でも

①都
共催
講座１
回（※
共催・
対面）

②月
間講
演会１
回
（※共
催・オ
ンライ
ン）
③消
費生
活講
座3回
（※市
単独・
対面）

①41
②56
③106

共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

①当初９月実施を予定し
ていたが、新型コロナウ
イルス感染症の影響で中
止とした。共催先の東京
都で再度年度内での共
催について打診があり、
１月に実開催できた。
②新型コロナウイルス感
染症の影響によりオンラ
インでの講演会開催と
なった。
③新型コロナウイルス感
染症対策として募集人数
を会場定員の半分とし
た。

参
加
者
の
満
足
度

参加者の
90％以上
が高評価

参加者へ
のアンケ―
ト調査より
①87.5％
②90％
③85％（3
講座平均）

B 参加者の90％
以上が高評価

取組の
継続

【課題】多くの市民に消
費生活についての正し
い知識を提供する。自ら
の消費行動が与える他
への影響などへの興味
や関心を深める。
【方向】市民が賢い消費
生活がおくれるように、
身近な消費生活に関す
るテ―マを題材に講座
を開催する。コロナ禍の
状況によるが会場の定
員数に気を付けながら
開催する。東京都等との
共催により、社会的関心
が深まっているテ―マ
について、専門家の最新
情報を分かりやすく学
ぶことができる場を提
供することで更なる消
費生活への関心を高め
消費者市民社会の実現
を目指す。

29 0 100 消費生活セ
ンタ―

18

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

郷土資料
館講座・体
験学習

郷土の歴史や文化財へ
の関心を高めるような
講座及び体験学習を実
施する。

どなた
でも

3 125 市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は中止としたが、
今年度は予定どおり実施
（「八王子歴史講座」）し
た。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

― 新型コロナ
ウイルス感
染症により
令和3年は
休止する予
定であった
が、感染状
況等を鑑
み、実施す
ることがで
きた

A 参加者125人
以上

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症の感染状況等を踏ま
えたうえで、実施時期や
方法を検討する。

18 18 18 文化財課
（郷土資料
館）

19

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も

の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

文化財見
て歩き

郷土の歴史や文化に親
しみ、理解を深めるた
め、地域の文化財を市
民に紹介しながら巡る。

どなた
でも

1 26 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響を考慮し、実施
回数や定員を調整し開催
した。

参
加
者
の
満
足

度 アンケ―ト
回答者の
7割が「満
足」と回答
する

参加者の9
割が「大変
満足」「満
足」と回答

A 参加者の7割
以上が「満足」
と回答

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症の感染状況等を踏ま
えたうえで、実施時期や
方法を検討する。

3 2 6 文化財課

20

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

八王子車
人形と民
俗芸能の
公演

八王子車人形や説経節
（説経浄瑠璃）・獅子舞・
木遣などの公演を通し
て、市固有の伝統芸能
への興味を深めるとと
もに、伝統芸能の継承
について理解と関心を
高める。

どなた
でも

― ― 委託 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の影響により開催中
止。
HPで過去の公演の動画
を配信している。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者
500人

― 評
価
な
し

参加者500人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症の感染状況等を踏ま
えたうえで、実施時期や
方法を検討する。

1,240 0 1,589 文化財課

21

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

八王子市
民文化祭

市民による文化芸術活
動の発表及び市民への
鑑賞の機会を提供する
ことにより、市民文化の
振興を図る。

どなた
でも

20 参加者
1,012人
来場者
6,942人

共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

引き続きコロナ禍での開
催となったが、昨年開催
した実績から参加者数は
増加した。一方で、コロナ
禍で周知活動を縮小した
こともあり、前年度より
来場者は減少した。しか
し、新たにWEB上での配
信等を活用し、市民によ
る文化活動の発表と市
民への鑑賞の機会を提
供し、市民文化の振興を
図ることができている。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

参加者・来
場者数の
増

参加者
1,012人
来場者
6,942人

B 参加者・来場者
数の増

取組の
継続

コロナ禍の影響により、
今年度も参加者、来場者
数の減少が見込まれる。
しかし、会場でのコロナ
対策を徹底したうえで、
SNS等を活用してイベ
ントの周知を図りつつ、
オンライン配信等を活用
することで、市民による
文化活動の発表と市民
への鑑賞の機会を提供
し、市民文化の振興を
図っていきたい。

6,209 6,209 6,070 学園都市文
化課
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

22

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

八王子コ
ミュニティ
オペラ

市民に身近な場所でオ
ペラ合唱を学ぶ機会を
提供し、文化芸術への
市民参加の普及を促進
する。

どなた
でも

― ― 補助 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、一時休
止中

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

― ― 評
価
な
し

入場率70％以
上を目標とす
る。

改善・
見直し
の実施

新型コロナウイルス感染
拡大防止のため令和2
年度より休止していた
が、令和４年は趣向を変
えて、これまでのコミュ
ニティオペラを題材とし
たシンポジウム（ト―クイ
ベント）を予定。
令和5年度以降は２年に
1回本公演を実施してい
く。

0 0 998 学園都市文
化課（（公
財）八王子
市学園都市
文化ふれあ
い財団・芸
術文化振興
課）

23
そ
の
他

育
児
・
教
育

007 読書の
まち八
王子の
推進

乳幼児の
読書活動
支援

ブックスタ―ト事業やお
はなし会、それに伴う出
張型利用者登録など、
発達段階に応じた切れ
目ない読書活動支援に
より、図書館の利用を
促進し、乳幼児の読書
習慣の形成を図る。

乳幼児 【ブッ
クスタ
―ト】
72回
【おは
なし
会】
67回

【ブックスタ
―トの参加
者数】2,819
人
【出張型利用
者登録の登
録者数】
1,313人
【おはなし
会】
934人

市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大を受け、対面での
読み聞かせを中止し、
ブックスタ―トセットの配
布のみ実施した。また、
出張型の利用者登録の
実施を全保健福祉センタ
―に拡大し、図書館利用
の促進を図った。

そ
の
他

【ブックス
タ―ト参
加者数】
2,329人
【出張型利
用者登録
の登録者
数】475
人
【おはなし
会参加者
数】197
人

【ブックス
タ―トの参
加者数】
2,819人
【出張型利
用者登録
の登録者
数】1,313
人
【おはなし
会】
934人

A 【ブックスタ―
トの参加者数】
2,819人
【出張型利用者
登録の登録者
数】1,313人
【おはなし会】
934人

取組の
継続

ブックスタ―ト等につい
て、新型コロナウイルス
の感染症防止対策を十
分に取りながら実施す
る必要がある。また、出
張型利用者登録を活用
し、図書館利用の促進を
図る。

3,111 2,807 2,885 図書館課

24

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

007 読書の
まち八
王子の
推進

本のPOP
コンテスト
（R2まで
は「読書感
想画・読書
感想文コ
ンク―ル」
を実施）

子どもたちが読書に親
しむことを目的に、市内
在住の小学生～大学生
を対象に、本のPOPコ
ンテストを開催した。

子ども 1 【応募作品
数】4,122

市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

学校司書と連携し作成の
アドバイスをもらうなど
盛り上げたことで、総数
4,122点の応募があり、
各部門あわせて40作品
を入賞とした。また、入
賞作品を図書館や市内
書店で展示した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

令和2年
度読書感
想文・感想
画コン
クールの
応募作品
数3,395
点

応募作品
数4,122
点

A 前年度を上回
る応募作品数

取組の
継続

新しく対象とした高校生
や大学生に対して周知
を強化していく。

66 34 71 図書館課

25
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

007 読書の
まち八
王子の
推進

地域の学
校との連
携活動

職場体験や選書体験等
を通じた図書館と子ど
もたち（小学生～高校
生）との交流を通して、
子どもたちに図書館の
機能や魅力を伝えると
ともに、図書館に対する
意見等を聞くことで、子
どもたちの図書館ニ―
ズを把握し、子どもたち
の図書館利用を促進す
る取組等につなげる。

子ども 35 892人 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

　コロナ禍により延期し
ていた、南多摩中等教育
学校の1学年全員のフィ
―ルドワ―ク授業の受入
れを実施。160名を計2
日間受入れ、カ―ド登録・
郷土等書架案内等を実
施した。
　また市内小・中学校に
おいてはコロナ禍が続い
たことにより、受入可能
な時期には感染防止対
策を徹底し人数の制限を
行いながら職場体験・施
設体験などを行った。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

コロナウイ
ルス感染
拡大防止
に配慮し
て行うこ
ととし、目
標値は設
けない。

892人 A 892人 取組の
継続

引き続き、南多摩中等教
育学校との従来の交流
に、調べ学習等への協力
を追加し、生徒の図書館
利用を促進する。
また市内小・中学校含
め、コロナ禍の中の実施
となるため、感染防止対
策を図りながら感染状
況を踏まえた職場体験・
施設体験などを行って
いく。

― ― ― 図書館課

26

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

八王子千
人塾

中央図書館が毎年開催
する60歳以上の市民
を対象とした生涯学習
支援事業。図書館の使
い方・資料検索方法・論
文の書き方等の講座を
開催している。

高齢者 1 7人 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

時期や定員を見直したこ
とで、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止の対
策を取りながら2年ぶり
に開催することができ
た。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 講座の開
催

10月開催
（修了者数
7名）

A 修了者数
5名

取組の
継続

講座終了後、グル―プ活
動に参加するなど、調べ
学習を継続していくた
め、講座内容を見直し、
さらなる充実を図る。

― ― ― 図書館課
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

27
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

図書館お
すすめの
“ぶっく
ぱっく”

普段は手に取らない新
たな本との出会いを提
供し、市民の読書活動
の質の向上を図るた
め、図書館司書が選ん
だ本を３～５冊にパック
化し、お楽しみパックと
して貸し出す事業。

どなた
でも

通年
実施

【全館合計
パック数】
1,212パッ
ク
【全館合計貸
出冊数】
3,134冊

市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

コロナ禍における読書ニ
―ズに対応するため、季
節に応じたイベントとし
て実施するなど、地域の
特性も踏まえ、各館で実
施時期や実施方法を工
夫して実施した。

そ
の
他

年間を通
じた実施
の継続

【全館合計
パック数】
1,212パッ
ク
【全館合計
貸出冊数】
3,134冊

A 【全館合計パッ
ク数】
1,212パック
【全館合計貸出
冊数】
3,134冊

取組の
継続

引き続き幅広い読書ニ
―ズに対応するため、各
館で時期や方法を工夫
して実施しさらなる充実
を図る。

― ― ― 図書館課

28

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

新たな読
書空間“パ
―クライ
ブラリ―”

「新しい生活様式」にお
ける身近な読書環境を
整備するとともに、読書
の普及啓発や図書館情
報の効果的な発信を行
い、地域の情報拠点と
して地域コミュニティの
活性化に寄与するた
め、公園を活用し、新た
な読書空間の創出やお
はなし会等のイベントを
実施する。

どなた
でも

2 参加者数　約
800人

市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

南大沢図書館では近隣
公園との連携のほか、今
年度は新たに保健福祉セ
ンタ―、大学生の研究ボ
ランティアや高校生の
キッチンカ―の出店の協
力を得て実施し、図書館
情報発信拠点として「に
ぎわい」を創出した。
川口図書館では令和3年
度の新規事業として、市
民センタ―まつりと同時
開催することにより、地
域コミュニティの活性化
に寄与した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

南大沢図
書館では
パ―クライ
ブラリ―
を春は子
どもを対
象とし、秋
は子ども
から大人
までを対
象に実施
予定。各回
約300人
を想定し
ゆったり
とした読
書環境を
提供し、新
しい生活
様式での
イベントの
あり方を
試行して
いく。

開催館に
川口館を
加え、2回
開催、参加
者数約
800人

A 年2回の実施 取組の
継続

春はこども読書の日のイ
ベントととしてミニパ―
クライブラリ―を、秋に
は通常のパ―クライブラ
リ―を実施する予定。

50 0 0 図書館課

29
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

非来館型
サ―ビス
の拡充

電子書籍・Ｗｅｂサ―ビ
スの拡充や非来館型利
用者登録の実施によ
り、図書館に来館せず
に、図書館利用者登録
や読書ができる環境を
整備し、「新しい生活様
式」における身近な読書
環境の整備を図る。

どなた
でも

― 【電子書籍貸
出数（令和4
年3月時点】
48,956回
【タイトル数
（令和4年3
月時点）】
15,997点

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 電子書籍コンテンツ数を
拡充したほか、音楽配信
サ―ビス「ナクソスミュ―
ジックライブラリ―」を導
入した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

前年度を
上回る貸
出数及び
タイトル数

【電子書籍
貸出数（令
和4年3月
時点】
48,956
回
【タイトル数
（令和4年
3月時点）】
15,997
点

A 前年度を上回
る利用状況

取組の
継続

「新しい生活様式」に
沿った身近な読書サ―
ビスとして、市民の認知
度を上げるために積極
的に情報発信を図る。

5,858 5,294 6,628 図書館課

30

講
座
・
教
室

健
康
・
ス

ポ
ー
ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会

ネオテニ
ス親子教
室

親子参加型のスポ―ツ
の場を提供し、八王子
市発祥のニュ―スポ―
ツ「ネオテニス」の普及
啓発を図る。

小学3
年生以

上

― ― 市単
独

全
面
中
止
・

延
期

― 新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止

参
加
者
数
・

利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

60人 ― 評
価
な
し

６０人 改善・
見直し
の実施

対象を親子に限定しな
い「ネオテニス教室」とい
う形で新たに開催し、教
室の対象者を拡大する。

43 0 63 スポ―ツ振
興課

31

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

ヘルシ―
ウォ―キ
ング

市内の名所や自然を感
じる施設を巡るウォ―
キング大会。本事業によ
り、市民の体力、健康増
進意識の向上を図る。

どなた
でも

― ― 委託 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 1,000人 ― 評
価
な
し

1,000人 取組の
継続

開会式の中止や一斉ス
タ―トの廃止等、感染症
対策を講じて3年ぶりに
開催する。

740 0 525 スポ―ツ振
興課
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

32

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

夏山登山
入門

スポ―ツ・レクリエ―
ションの普及と市民の
体力向上を図るため、
市内の団体と協働で登
山に必要な知識を身に
付ける講習会を開催す
る。

高校生
以上

― ― 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 ― ― 評
価
な
し

50人 取組の
継続

新たにメ―ルでの申込
を開始し、参加しやすい
体制を構築する。また、
感染症対策を十分に講
じて実施する。

0 0 0 スポ―ツ振
興課

33

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

ふれあい
運動会

障害者や支援者・ボラン
ティアなどが自主的に
運動会を企画・運営し、
障害のある人とない人
との交流と障害に関す
る理解を促進する。

どなた
でも

― ― 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― コロナ禍での安全な運営
に課題が残ることから、
令和2年度同様、中止と
なった。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 参加団体
目標
40団体

― 評
価
な
し

参加団体目標
40団体

取組の
継続

コロナの状況を注視しな
がら、安全な運動会の開
催について模索してい
く。

2,216
（内
800千
円は市
予算）

0 2,216
（内
800千
円は市
予算）

障害者福祉
課

34

情
報
提
供
・
環
境
整
備

仕
事
に
必
要
な
知
識
技
能

、

資
格
の
取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレン
ト教育）

社会人の
学び直し
情報の提
供

社会人が学び直しをす
る際に必要となる情報
を、関連する所管や機
関、大学等と連携して集
め、提供する。

成人 － － 委託 通
常
通
り
実
施

― 市の実施する講座、学園
都市大学いちょう塾の講
座、大学公開講座、都立
高校の公開講座、放送大
学、職業訓練学校の情報
を発信した。また市内交
通機関や郵便局、ケ―ブ
ルテレビなどを周知範囲
に含めたアプリ普及のた
めのキャンペ―ンを行っ
た。

普
及
・
啓
発
等

・構築した
アプリの
保守委託。
・講座内容
の精査。

予定通りア
プリの公開
ができた。

S ・アプリの継続
的かつ効果的
な運用。
・掲載する講座
内容の精査。

取組の
継続

・掲載している講座の大
半が趣味、教養系の講座
等であり、「社会人の学
び直し」支援のためのア
プリとしては掲載内容に
乖離がある。
・今後のアプリの在り方
について検討する。

396 396 396 学習支援課

35

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な
知
識

技
能

、
資
格
の
取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレン
ト教育）

本気の創
業塾

市と商工会議所が共同
で運営するサイバ―シ
ルクロ―ド八王子にお
いて、八王子で創業し
たい人を対象に創業に
必要な基礎知識を学ぶ
機会を提供する。

成人 6 12 共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

前年度は、新型コロナウ
イルスの影響により、一
部オンライン開催とした
が、本年度は感染対策を
講じた上で、対面実施。

そ
の
他

受講生：
25人
創業者：7
人

受講生：12
人
創業者：4
人

B 受講生：25人
創業者：7人

取組の
継続

対面開催を原則としつ
つ、新型コロナウイルス
の蔓延状況を考慮し、規
模縮小、オンライン開催
も視野に入れて検討す
る。

579 579 579 産業振興推
進課

36

講
座
・
教
室

情
報
端
末
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

パソコン・
タブレット
教室

障害者の情報収集手段
としてIT機器を有効活
用ができるよう、障害
別に有用なアプリや使
用方法について紹介し、
日常生活の向上を図
る。障害によって会場ま
で行くことができない
人を対象に、訪問相談
を実施する。

障害者 85 916 指定
管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

コロナ禍だからこそ実施
が求められる事業である
ことから、予定通り実施
した。ICT機器の相談事
業への問い合わせが多く
あり、事業の必要性を実
感している。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

参加者目
標
1,700名

参加者
916人（目
標値に対す
る参加割
合53%）

B 参加者目標
1,000名

取組の
継続

障害のある方の情報格
差（デジタルデバイド）を
是正するため、スマ―ト
フォン講座の実施を実
現したい。

1,564 1,537 1,606 障害者福祉
課

37

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

見えにく
くなった
方の学習

中途視覚障害者を主な
対象者として、点字の学
習、歩行訓練等を行い、
日常生活の向上を図
る。

障害者 14 199 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

点字の学習において、
「密」になる環境が生まれ
ることから、新型コロナ
ウイルスの感染状況を注
視しながら実施を検討し
た。結果、緊急事態宣言
発出時などは事業を休
止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

新規参加
人数目標
2名

新規参加
者数５名

A 講習会実施回
数31回

取組の
継続

正しく、安全な歩行訓練
の実施が困難な事から、
外部から講師をお招き
するなどしたい。

423 199 433 障害者福祉
課

38

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

中途失聴
難聴者の
ための手
話講習会

中途失聴難聴者が、自
らのコミュニケ―ション
手段として手話を習得
する場として実施する
（入門・初級・中級・上級
の4クラス）ほか、中途
失聴難聴者同士の情報
交換の場としている。

障害者 14 193 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

参加者の多くが高齢者で
ある事から、参加者の安
心、安全を考え、事業の
大半を中止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

新規参加
人数目標
2名

新規参加
者数4名

A 講習会実施回
数70回（全コ
―ス合計）

取組の
継続

手話学習の他、同じ障害
のある仲間づくりの場、
聴覚障害に関する情報
提供の場として、講座を
実施していきたい。

1,142 335 1,142 障害者福祉
課
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

39
そ
の
他

趣
味
的
な
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

障害のあ
る人も参
加しやす
い交流活
動の場

障害者の孤立化を防止
するため、気楽に利用
できる交流活動の場と
して地域活動支援セン
タ―を運用し、創作的活
動、生産活動の機会の
提供、社会との交流の
促進を図る。

障害者 ― 3,212 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染拡大防止の観点か
ら、開所時間の変更など
があり、利用者数は減と
なった。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

前年度と
同等程度

100% A 前年度と同等
程度

取組の
継続

感染防止対策をとりな
がら、障害者の孤立化を
防止するための活動を
継続していく。

47,324 46,313 47,324 障害者福祉
課

40

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

福祉まつ
り

市内の社会福祉施設・
団体が手作りの作品や
食品を販売するほか、
ステ―ジ上で太鼓や手
話コ―ラスなどの活動
発表を行い、施設利用
者と地域住民との交流
を図るとともに、福祉ボ
ランティア活動に対す
る市民の関心と参加を
高める。

障害者 ― ― 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― 感染防止のため中止 普
及
・
啓
発
等

中止 ― 評
価
な
し

中止 廃止・
休止

福祉まつりは障害者団
体等が屋台式飲食販売
等で対面販売をするの
で感染リスクが高い。ま
た、経費や手間に比べて
市民などが参加する機
会が少なく、実施してい
たころから参加団体が
年々減少していることも
あったため、団体等と協
議を行い今後の実施に
ついて検討を行ってい
く

1,200 0 1,200 福祉政策課
(社会福祉
協議会)

41

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

障害者文
化展

障害のある人に作品発
表の機会を提供すると
ともに、広く障害者福祉
の啓発を行い、賞を贈
るなど今後の創作を奨
励する。

障害者 28日
間(配
信期
間）

200（視聴
回数）

指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

初めてオンラインによる
開催とした。会場展示と
同様の出展数、オンライ
ンだからこそ出展ができ
る作品が集まった。市内
特別支援学校からの出
展も多く、今後も障害の
ある方の作品発表の場
として期待に応えていき
たい。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

作品応募
目標
100

129 A 作品出展数
190点

改善・
見直し
の実施

障害のある方の作品発
表の場として、令和4年
度は是非とも会場展示
を実施したい。

140 0 139 障害者福祉
課

42

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

市民いき
いきリフ
レッシュ体
操

市内の各市民センタ―
で健康体操教室を開催
し、市民の健康維持・増
進を図る。

成人 115 2,441 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

昨年度に引き続き、申込
方法の変更や人数制限
等の感染症対策を講じて
開催した。
また、気軽にできるスト
レッチのチラシを作成、
配布し、市民の健康増進
に努めた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

4,500人 参加者数
2,441人
（目標値に
対する参加
者の割合
54%）

B 4500人 取組の
継続

直接指導が可能な会場
開催を前提に、状況によ
り動画を活用するなど
可能な範囲で開催する。
健康維持のためにも、施
設が使用可能な限り、人
数制限等により開催す
る予定。

7,269 7,051 7,402 スポ―ツ振
興課

43

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

ゆうゆう
シニア講
座

シニア世代の健康維持
や生きがいづくりを目
的に、パソコン・タブレッ
ト・スマ―トフォンなど
のICTに関連する講座
や健康維持に関するプ
ログラムなどを提供す
る。

高齢者 35 888 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策
を講じた上で3館合計
35講座を開催し、延べ
888名が参加した。
（参考：令和2年度は23
講座、540名参加）

参
加
者
の
満
足
度

満足度
85％以上

アンケート
で「大変満
足」「満足」
と答えた割
合82.7%

B 満足度85%以
上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で講座を実施し、
ICT関連講座や健康維
持に関するプログラムな
どを提供していく。

882 671 1,254 学習支援課

44
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

高齢者施
設読書活
動支援

図書館への来館が困難
な高齢者の入居施設を
対象に、図書の出張貸
出しや団体貸出しを実
施し、身近で読書に親し
める環境の整備を図
る。

高齢者 33 【施設総数】
11か所
【貸出総数】
4,823冊

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため出張
貸出し時の対面による読
み聞かせは中止したもの
の、貸出しする本の除菌
など感染対策もPRした
ところ、施設数や貸出数
が前年度を上回る結果
となった。

参
加
者
の
満
足
度

前年度を
上回る利
用状況

【貸出総
数】
4,823冊

（参考）
令和２年度
4,721冊

A 前年度を上回
る利用状況

取組の
継続

高齢者施設における新
型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を取りな
がら事業PRに努め、施
設入居者のリクエストに
もきめ細かく対応するこ
とにより、生涯読書活動
を十分支援する。

4,477 4,357 4,479 図書館課
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【基本施策１　番号１～４９、48事業】

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年
度目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定 令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

45

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

介護予防
講座

フレイル予防の視点を
取り入れ、要介護状態
になることを防止し、地
域において自立した日
常生活を営めることを
目的とした、各種介護
予防講座を実施する。

高齢者 大横
4
東浅
川
20
南大
沢
253

大横
93
東浅川
333
南大沢
1,849

市単
独

変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染状況を考慮し、
一部参加者数などを制
限しながら実施した。講
座の開催においては、オ
ンラインも活用し、広く普
及啓発を実施した。
フレイル予防等、教室や
講座等以外の場面でも
紙面での普及啓発等を
実施した。
（ハイブリッド実施あり）

普
及
・
啓
発
等

普及・啓発
の対象者
数
2,500人
講座等の
満足度
80％

大横
93人
東浅川
333人
南大沢
1,849人
講座終了
時のアン
ケートで満
足と答えた
割合86％
〜100％

A 普及・啓発の対
象者数
2,700人
講座等の満足
度
80％

取組の
継続

講座や教室への参加後
も、運動をはじめとした
フレイル予防のための取
組みを継続できるよう
働きかける。また、参加
者としてだけでなく、市
民が主体となった継続
的な取り組みにつなが
られるよう支援してい
く。

大横
509
東浅川
5,472

南大沢
5,476

大横
444
東浅川
4865
南大沢
4828

大横
387
東浅川
5569
南大沢
5248

大横保健福
祉センタ―
東浅川保健
福祉センタ
―
南大沢保健
福祉センタ
―

46

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

生きがい
づくりの
教室

高齢者及び障害のある
人を対象とし、健康の
増進、生きがいの高揚、
社会参加の促進、参加
者間の交流などを支援
する。

高齢
者・障
害者

― ― 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

― 令和2.３年度感染拡大防
止のため実施せず。令和
４年度以降は事業廃止。

参
加
者
の
満
足
度

― ― 評
価
な
し

普及・啓発の対
象者数
2,700人
講座等の満足
度
81％

取組の
継続

講座や教室への参加後
も、運動をはじめとした
フレイル予防のための取
組みを継続できるよう
働きかける。また、参加
者としてだけでなく、市
民が主体となった継続
的な取り組みにつなが
られるよう支援してい
く。

大横
0
東浅川
0
南大沢
2,197

― ― ―

47

0 0 0 多文化共生
推進課

48

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

男女共同
参画に係
る講座の
開催

男女共同参画社会の実
現に向けて、一人一人
の個性と能力を発揮で
きるよう、意識啓発や
参画のための学習機会
を提供する。

どなた
でも

有料
1回

無料
8回

有料
9人

無料
164人

市単
独

変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染予防の観点及
びweb会議ツ―ル
（Zoom等）の普及によ
り、対面形式だけでなく
オンライン形式による開
催も行った。

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―ト
で「大変満
足」または
「おおむね
満足」と答
えた割合
90％

アンケ―ト
で「大変満
足」または
「おおむね
満足」と答
えた割合
100％

A アンケ―トで
「大変満足」ま
たは「おおむね
満足」と答えた
割合90％

取組の
継続

引き続き感染症予防策
を講じながら、オンライ
ン形式・対面形式それぞ
れのメリットを活かせる
ように講座ごとに精査し
て開催する。

748 597 534 男女共同参
画課

49

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

国際理解
講座

外国の文化への理解と
外国人との交流を深
め、多文化共生の推進
を図る。

どなた
でも

5 152 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策
を講じた上で3館合計5
講座を開催し、延べ152
名が参加した。
（参考：令和2年度は6講
座、188名参加）

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡

大
等

協働体制
づくり

市内団体
等と協働で
5講座を実
施

A 協働体制づく
り

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で講座を実施し、多
文化共生の推進を図っ
ていく。

77 98 148 学習支援課

外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練を廃止しましたので、削除願います。外国人のための防災訓練（令和2年度で事業廃止）
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

50

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

家庭教育
啓発リ―
フレット等
の配布

子育て中の保護者や行
政委員等にリ―フレット
を配布し、家庭教育に
ついて、より広い層に関
心をもってもらうとと
もに、地域で子どもと子
育てを応援するよう啓
発を行う。

親子・
保護者

－ － 委託 通
常
通
り
実
施

― 市内小学校新入児童の
保護者向けにリ―フレッ
トを配布した。また、家庭
教育支援講座の取組を
広く周知するため、動画
を八王子市公式
YouTubeで公開した。

普
及
・
啓
発
等

効果的な
啓発方法
について検
討を行う。

予定通りリ
―フレット
を配布する
とともに、
より広く取
組を周知す
る方法を
検討し実施
した。

A 効果的な啓発
及びリ―フレッ
トの配布

取組の
継続

より効果的な啓発方法
の検討を行う。

0 0 0 学習支援課

51

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

はちおう
じフィ―
カ☆ファ
シリテ―
タ―養成
講座

ファシリテ―ション能力
を向上させる講座を開
催し、保護者同士や学
校（教職員）・家庭・地域
をつなぐ人材を養成す
る。

親子・
保護者

― ― 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 令和3年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響等
を考慮し未実施。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 ― ― 評
価
な
し

実施に向け検
討

取組の
継続

人材の発掘及び担い手
の育成の方法について
検討を行う。

0 0 0 学習支援課

52

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

ファミリ
―・サポ―
ト・センタ
―事業

子育ての手助けをして
欲しい人とお手伝いが
できる人が会員登録を
して、子育てを地域で相
互に助け合う活動を行
う。

成人 1 8 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウィルス感染
症拡大防止対策として定
員を減らして１回実施し、
２回中止した

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

提供会員
数　722
人

提供会員
数　　639
人

B 提供会員数
７３１人

取組の
継続

新型コロナウィルス感染
症拡大防止対策を講じ
つつ、安全に講習を開催
し、会員数の増加を図る

16,424 9,690 16,785 子ども家庭
支援センタ
―

53
そ
の
他

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

学童保育
所

放課後に家庭で保育が
できない児童を対象
に、遊びを中心として異
年齢集団の中で社会性
を身につけさせながら、
一人一人の子どもたち
の健全な成長を手助け
する。

子ども 年末
年始、
日曜
日、祝
日を
除く毎
日

延べ利用者
数
1,075,32
6人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染症対策をしながら通
常保育を実施し、コロナ
ウイルス罹患等により欠
席した場合の減免や欠席
の仕組みを整えた。
また、待機児解消のため
の期間限定入所の導入、
施設整備、保育の充実の
ための夏季休業中の昼
食提供の拡大やスポーツ
プログラムの実施など、
保育の量の拡充と質の
向上に取り組んだ

そ
の
他

待機児童
が多く発生
している小
学校区に
ついて施
設整備を
実施し待機
児童解消
を図る。
目標：２小
学校区の
整備

学童保育所
を２か所新
設した他、
自治会館、
学校の余裕
教室を活用
し、令和４年
４月に待機
児童ゼロを
達成。夏季
休業中の昼
食提供の拡
大やスポー
ツプログラ
ムの導入も
実施

S 引き続き待機
児童ゼロを継
続するととも
に、放課後の活
動の充実を図
る。

取組の
継続

一部の小学校では、マン
ション開発等の影響によ
り、児童数自体の増加が
見込まれており、クラス
数の増加により余裕教
室が借用できない。その
ため、近隣のテナントを
整備し居場所を確保す
る。

37,224 22,343 74,154 放課後児童
支援課

54
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

教育人材
バンクへ
のボラン
ティア希
望者の登
録

学校と地域が一体とな
り、子どもを育む環境を
整備するため、ボラン
ティア希望者を人材バ
ンクに登録する。

どなた
でも

1,587 481 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

 ボランティア活動につい
ては、新型コロナウイル
ス感染症対策を十分に
講じ、活動者への募集活
動も行ったが、再度新型
コロナウイルス感染症拡
大の影響により、活躍の
自粛や、活動者からの辞
退も重なり、減少した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

他のボラン
ティア関連
事業(土曜
放課後、学
習協力者、
学校運営
協議会企
画事業の3
事業）との
連携体制
の検討

　ボラン
ティア関連
事業のあり
方を検討す
るための検
討委員会
を発足し、
人材バンク
の新たな
仕組みを
構築すると
ともに、既
存事業の
集約を行っ
た。

A 　地域人材の
効果的な活用
のすすめや、新
たな人材発掘
を積極的に行
う。

取組の
継続

　限られた人材を効果的
に活用するためにには、
人材管理の仕組みの確
立及び、新たな人材の発
掘が今後の課題と考え
る。

3,210 1,303 19,675 地域教育推
進課

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

55

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

市立小学
校におけ
る環境教
育支援

市内小学校等の総合的
な学習の時間等に実施
される環境教育実習に
対して、講師の派遣等
の支援を行う。

子ども 25 2,163 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

例年実施している川の学
習のほかに、みどりの学
習の座学の試行を行っ
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

支援校25
校

支援校２５
校

A 支援校２５校 改善・
見直し
の実施

川の学習・みどりの学習
の両方を行うほか、市内
中学校にも参加してもら
うなど、より多くの学校
に環境教育支援を行う。

1,430 1,430 1,127 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）

56

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

放課後子
ども教室

平日の放課後や週末、
夏休み等に小学校の施
設を活用し、地域の人
やボランティアの参画
を得て全ての子どもた
ちに安全で安心な居場
所を提供する。

子ども 年間
延べ
実施
日数
7,87
6日

延べ参加者
数
762,371人

委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により一部
事業を縮小・変更した
が、小学校の施設を活用
し、地域の方―による運
営や見守りを実施したほ
か、実施日の拡大を多く
の子どもたちに安全で安
心な居場所を提供した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

610,000人 延べ参加
者数
762,371
人

A 650,000人 取組の
継続

実施日数の拡充や活動
内容の充実など、学童保
育所との連携による放
課後の居場所づくりと、
持続可能な放課後子ど
も教室の運営（ＰＴＡや
地域における世代交代
など、運営団体の担い手
不足）に取り組む。

195,543 159,855 253,387 放課後児童
支援課
（各小学校
地区放課後
子ども教室
推進委員
会）

57

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

放課後子
ども教室
と学童保
育所との
連携拡大

全ての児童の放課後の
安全・安心な居場所を
確保し、児童が多様な
体験・活動を行うことが
できるよう、放課後子
ども教室と学童保育所
の連携による一体型を
推進する。

子ども - 51校 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により一部
事業を縮小・変更した
が、小学校の施設を活用
し、地域の方―による運
営や見守りを実施したほ
か、実施日の拡大を多く
の子どもたちに安全で安
心な居場所を提供した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

51校 51校 A 51校 取組の
継続

国の「新・放課後総合プ
ラン」で示す「一体型」に
ついては現状で達成し
ており、事業の拡大にあ
たっては今後、学童保育
施設の設置、再整備など
が必要である。

0 0 0 放課後児童
支援課

58

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

子育てひ
ろば（親子
ふれあい
広場・親子
つどいの
広場など）

乳幼児及びその保護者
が相互の交流を行う場
所として、子育てについ
ての相談、情報提供、助
言・援助等を行う。

親子・
保護者

1 15,833 委託 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として昨
年度は実施中止としてい
たが、人数制限・予約制
等の工夫をし、段階的に
緩和措置を講じ、実施を
再開させていった。
（ハイブリッド実施あり）

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

講座実施
数
2,000回

講座実施
数
１,６３１回

B 講座実施数
2,000回

取組の
継続

新型コロナウィルス感染
症拡大防止対策を講じ
つつの開催。
休日に育児参加促進に
関する講習会を実施す
る。

105,005 104,112 104,639 子ども家庭
支援センタ
―

59

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

子育て応
援ひろば

グル―プワ―クなどを
通じて子育ての中で生
じる悩みを解消し、子育
て中の保護者を支援す
る。

どなた
でも

5 108 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

クリエイトホ―ルで5講座
を開催し、子育て中の保
護者を支援した。
（参考：令和2年度は2講
座）

参
加
者
の
満
足
度

満足度
90%以上

アンケート
で「大変満
足」「満足」
と答えた割
合90.6%

A 満足度90%以
上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で講座を実施し、子
育て中の保護者を支援
していく。

154 60 177 学習支援課

60

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

家庭教育
支援講座
「星とおひ
さまFika
（フィ―
カ）キャラ
バン」ワ―
クショップ

家庭教育支援講座を茶
話会(Fika(フィ―カ)）
形式のワ―クショップで
行うことにより、保護者
の心理的負担を軽減
し、家庭の教育力の向
上を図る。

親子・
保護者

6 152人 共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染予防策を講じて6校
で事業を実施するととも
に、家庭教育支援アドバ
イザ―の意見をもとに、
活動内容の啓発等を目
的として、紹介動画をオ
ンラインで公開した。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

6校 6校 S 6校 取組の
継続

家庭教育支援チ―ムと
の協働により、講座を開
催する。

150 146 150 学習支援課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

61

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

地区運動
会・スポ―
ツ大会

総合型地域スポ―ツク
ラブや旧体力つくりへ
補助金を交付し、スポ―
ツ大会を通じ、地域コ
ミュニティの活性化やス
ポ―ツ実施率の向上を
図る。

どなた
でも

2 1,178 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染症対策を講じて開催
することを確認して補助
金を交付した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者数
8,000人

参加者数
1,178人
（目標値に
対する参加
割合
14.7%）

B 8000人 取組の
継続

感染症対策を講じて開
催することを確認して補
助金を交付する。

1,881 129 1,782 スポ―ツ振
興課

62

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

はちおう
じ志民塾

これから定年退職する
人や定年を迎えた人を
対象に、退職後地域で
活動するきっかけづく
りをする。

八王子
市内で
市民活
動をし
たいと
思って
いる人

15回
程度

20～30 委託 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

定員、講座回数を減ら
し、例年より時期を遅ら
せて開講した。また可能
な講座はオンライン併用
とした。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

参加者数
20人

参加者数
17人

A 20～30人 改善・
見直し
の実施

活発に意見交換を行う
グル―プワ―クや市民
活動団体の活動を実際
に見てもらうための現
地視察などを行うめ、オ
ンラインでの実施には適
さない講座が多い。シニ
ア世代を主な対象とし
ていることもあり、講座
内容の見直しも必要。

2,759 2,759 2,614 協働推進課

63

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

市民活動
入門講座
（アクティ
ブ市民塾）

市民活動に対する理解
を深め、市民活動を促
進する。

どなた
でも

6 127 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

令和2年度はコロナの対
応で中止等となったこと
があったが、令和3年度
はコロナ禍での実施を前
提に事前準備を行った。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者数
150人

参加者数
127人

A 150人 取組の
継続

コロナ禍において工夫し
た活動を実施してる団
体の視点も取り入れ、団
体を選定し開催してい
く。

指定管
理料の
中で実
施

指定管
理料の
中で実
施

指定管
理料の
中で実
施

協働推進課
（市民活動
支援センタ
―）

64

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

お父さん
お帰りな
さいパ―
ティ―
地域デ
ビュ―パ
―ティ―
802

シニア世代を対象に、市
民活動に関する講演や
団体紹介など地域での
活動に参加するきっか
けづくりをする。

どなた
でも

1 117 実行
委員
会

通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

一昨年は中止、昨年は完
全オンラインでの実施
だったが、令和３年度は
ほぼ通常通りの実施と
し、補助的にオンラインを
取り入れた。対面でしか
得られない交流もあり概
ね好評で多くの参加が
あった。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

参加者数
100人

参加者数
117人

A 120人 取組の
継続

市民活動、地域活動団体
は、オンラインに対応で
きていない団体も多く、
現時点では対面で開催
することが有効と考える
が、市民活動団体等のオ
ンライン対応力を上げる
ための支援も行ってい
く。

200 200 200 協働推進課

65

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

生涯学習
コ―ディ
ネ―タ―
養成講座

自ら講座を企画・運営
し、市民の生涯学習活
動を支援する「生涯学
習コ―ディネ―タ―」を
養成する。

成人 1 9人 共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

例年は5～6月に開催を
しているが、令和3年度
は新型コロナウイルス感
染症の感染状況を鑑み、
実施時間の短縮・定員の
縮小を行い、9～10月に
開催をした。

参
加
者
の
満
足
度

80％以上 アンケート
で「満足」
「やや満足」
と答えた割
合71.6%

B アンケートで
「満足」「やや満
足」と答えた割
合80％以上

取組の
継続

共催団体とより効果的
な開催方法の検討を行
いながら、参加者の増加
と満足度の向上を図り、
より多くの市民が生涯
学習を行うきっかけづく
りを提供する。

26 0 26 学習支援課

66

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

シニア元
気塾　ボ
ランティア
入門講座

ボランティア活動の
きっかけをつくり、高齢
者の社会参加促進を図
る。

高齢者 1 受講者数
24人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和２年度は新型コロナ
の影響により中止にした
が、令和３年度は通常通
り実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

修了者数
30人/年

修了者数
24人/年

A 修了者数
30人/年

取組の
継続

新型コロナの影響により
高齢者の外出自粛が長
期間続いたなかで、多く
の方にボランティア活動
のきっかけづくりの機会
を提供できるよう広く
周知を図る。

2,847 2,847 2,976 高齢者いき
いき課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

67

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

川の学習
サポ―タ
―養成講
座

市民が自発的に環境保
全活動を行う際のリ―
ダ―役となる「八王子市
川の学習サポーター」を
養成する。川に関する
基本的な知識を学び、
市内小学校等で環境教
育支援を行う人材を育
成する。

成人 1 8 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

川の学習の支援者育成
に特化した内容とし、講
座回数の減・開催曜日の
変更等により、現役世代
が参加しやすい講座を開
催した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

参加者数
20人

参加者数
11人

B 参加者数20人 改善・
見直し
の実施

講座修了後に教育支援
に携わることができる
よう、講座の開催時期を
見直して実施する。

920 920 440 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）

68

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

学校図書
館ボラン
ティア研
修会

学校図書館の環境整備
及び読書活動の推進に
必要な技術及び知識を
習得する。

どなた
でも

1 24 市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和2年度は中止
令和3年度は外部講師を
招いて教育センタ―にて
対面実施

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

107人
（全校×1
名）

参加者数
24人

C 107人
（全校×1名）

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症の状況により、実施方
法やテ―マを検討する
必要がある.

0 7 0 教育指導課

69

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

日本語ボ
ランティア
養成講座

外国人市民の日本語学
習支援のための支援者
を養成する講座を実施
する。

どなた
でも

2 44 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

3回実施する予定だった
が、新型コロナウイルス
感染症の影響で1回中止
となった。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 45人 参加者数
44人

A 45人 取組の
継続

新型コロナウイルスの感
染防止対策を十分に取
りながら実施する必要
がある。

469 382 469 多文化共生
推進課

70

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

図書館ボ
ランティア
等の連携・
支援

図書館事業に関わる関
係団体やボランティア
と連携し、図書館サ―ビ
スを拡充するとともに、
育成やスキルアップを
支援する。

どなた
でも

563 697 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

緊急事態宣言及びまん
延防止期間中は中止し
た。また、移動や館内滞
在に不安のある方は自
粛して頂いた。前年度は
全面中止であった。

そ
の
他

前年度を
上回る回
数、及び参
加者数

【実施回
数】
563回
【参加者
数】
697人

A 前年度を上回
る回数、及び参
加者数

取組の
継続

新型コロナウイルスの感
染防止対策を十分に取
りながら実施する必要
がある。

1,269 735 1,287 図書館課

71

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

手話講習
会

初級・中級手話講習会
や手話通訳者養成入門
講座等を開催し、手話
通訳ボランティアの養
成及び障害のある人に
対する理解の促進を図
る。

成人 143 1,380 指定
管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

透明マスク・大型アクリル
パネルを使用するなどの
感染防止対策を講じ、予
定通り実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

参加者目
標
30名（中
級）
20名（養
成入門）
応募者目
標
20名（養
成講座）

中級参加
者12名
養成入門
参加者16
名養成講
座応募9名

B 参加者目標
20名（中級）
各コ―ス20名
（養成入門）
応募者目標
10名（養成講
座）

取組の
継続

令和2年度に手話講習
会事業を休止した事で、
進級者が減少し、受講申
込が低迷している。当セ
ンタ―の事業や、イベン
ト等で啓発活動を行い、
市民の皆様が手話に関
心を持っていただける
ような取り組みを行って
いきたい。

1,557 1,678 1,557 障害者福祉
課

72

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

要約筆記
者養成講
習会

手話を使えない、中途
失聴難聴者の通訳手段
である要約筆記技術の
習得、要約筆記者の養
成の場として、２か年に
わたって実施する。

成人 42 423 指定
管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

実施期間中、新型コロナ
ウイルスの感染拡大によ
り発出された緊急事態宣
言等の期間においても事
業を継続した。毎年2月
に実施される全国統一
要約筆記者認定試験に
は8名が受験し、内5名
が合格した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者目
標
10名

参加者11
名

A 参加者目標5
名

取組の
継続

要約筆記には「手書き」
「パソコン」があり、両方
法共に人材が求められ
ている。隔年ごとに実施
をし、養成が途切れぬよ
うにしていきたい。

1,500 1,503 1,550 障害者福祉
課

73

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

災害ボラ
ンティアリ
―ダ―養
成講座

災害ボランティアセンタ
―の運営に協力いただ
く災害ボランティアリ―
ダ―（市民ボランティ
ア）を養成するために講
座を実施する。

成人 新規
登録
者全3
回
継続
登録
者全2
回

新規登録者：
14名

継続登録者：
12名

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染症対策を行いなが
ら、新規登録者向け講座
を3回、継続登録者向け
講座を2回実施。
また、災害ボランティア
センタ―運営訓練では住
民や関係機関も一緒に
参加いただいた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

新規受講
者20名

新規受講
者14名

B 講座実施回数
2回
参加人数30名

取組の
継続

災害ボランティアセンタ
―の円滑な運営が実施
できるよう検証を積み
重ねると共に、住民や協
力団体など関わってい
ただける人を増やして
いく。

86 64 182 福祉政策課
(社会福祉
協議会)
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

74

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に

関
す
る
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

はちおう
じ出前講
座

市職員等が地域の団体
等へ出向き、担当業務
に関して専門知識を活
かした講座を行うこと
で、市民の生涯学習活
動を支援し、意識の向
上を図るとともに、市政
に対する理解を深め
る。

どなた
でも

1,05
1件

67,953人 共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染
症緊急事態宣言が発出
されたことに伴い、感染
拡大防止の観点から、4
月26日から5月31日ま
で受付を中止した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

利用者数
150,000
人以上

67,953
人

B 利用者数
150,000人
以上

取組の
継続

市民の多様な学習ニ―
ズに応えられるよう、講
座提供先の開拓に努め
る。また、オンライン講座
の開催等感染症対策を
講じながらの実施方法
を検討する。

― ― ― 学習支援課

75

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

エコひろ
ばでの環
境教育

環境について関心を持
つきっかけづくりとし
て、環境教育・環境学習
の講座を実施する。

どなた
でも

32 1,337 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

密を避けるため募集人
数を30人前後から15人
程度に縮小し実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

5,000人 参加者数
1,396人

C 5,000人 改善・
見直し
の実施

新型コロナウイルス感染
症のまん延状況に応じ
て、中止や延期を視野に
入れる。開催する場合に
は予防対策をした上で
実施する。また、IT技術
を活用してオンライン講
座などを開催する。

7,832 7,832 7,217 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）

76

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

ク―ルセ
ンタ―八
王子での
省エネ講
座

地球温暖化対策に興味
を持ち、実践につなげ
られるように、講座を実
施する。

どなた
でも

17 292 委託 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

基本的には、対面での講
座を実施したが、講座に
来られない方向けに動画
配信も実施した。

普
及
・
啓
発
等

― 目標値未
設定のた
め算出不
可

A ― 改善・
見直し
の実施

より多くの市民の意識
啓発につながるよう、内
容の工夫や最適な手法
（対面やオンライン等）を
組み合わせた講座を実
施する。

23,615 23,603 23,978 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人エヌ
ピ―オ―・
フュ―ジョ
ン長池）

77

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

健康づく
りサポ―
タ―の養
成

地域介護予防活動支援
事業として、広く健康に
関する知識の普及、運
動(八王子けんこう体操
等)、体力測定の介護予
防の活動を推進するた
め、健康づくりサポ―タ
―の養成を行う。

健康づ
くりサ
ポ―タ
―養成
講座は
どなた
でも。
フォロ
―講座
はサポ
―タ―
登録者
が対
象。

養成
講座
実施
なし、
フォロ
―講
座9回

0養成講座
実施なし、
フォロ―講座
165人

市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

養成講座は2年に1回の
実施のため、今年度はな
し。健康づくりサポ―タ
―（R４．３現在136名登
録）のフォロ―講座はコ
ロナ対策を講じ人数を制
限して実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

健康づくり
サポ―タ―
の活動状
況「活動あ
り」65％以
上

健康づくり
サポ―タ―
の活動状
況「活動あ
り」82％

A 健康づくりサ
ポ―タ―の活
動状況「活動あ
り」65％以上

取組の
継続

第6期生養成講座とフォ
ロ―講座を実施し、健康
づくりサポ―タ―が地域
で活躍できるよう支援
する。

健康政
策課
444
大横
30
東浅川
58
南大沢
49

健康政
策課
374
大横
15
東浅川
28
南大沢
46

健康政
策課
435
大横
102
東浅川
47
南大沢
52

健康政策課

78

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な
知
識
技
能

、

資
格
の
取
得

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

介護人材
養成研修

市内介護サ―ビス事業
所等への就労希望者を
対象に、介護職に必要
な知識・技術を学ぶ「介
護に関する入門的研
修」及び「生活支援ヘル
パ―研修」を実施する。
合わせて就職相談会を
実施し、介護人材の確
保を図る。

どなた
でも

4 受講者数
109人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和２年度は新型コロナ
の影響により中止にした
が、令和３年度は通常通
り実施した。
ただ、新型コロナの感染
対策により研修会場の収
容人数が半減されたた
め、募集定員も半減（50
人→25人）した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

①修了者
数
200人/年
②マッチン
グ
数30人/
年

①修了者
数
86人/年
②マッチン
グ
数16人/年

A ①修了者数
200人/年
②マッチング数
30人/年

取組の
継続

研修会場の収容人数が
通常通りであれば、募集
定員を前年から倍増
（25人→50人）する。
また、研修を広く市民に
知らせるための周知方
法や周知先を検討する。

7,598 3,803 7,202 高齢者いき
いき課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

79

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

生涯学習
フェスティ
バル

日頃の学習成果を作品
展示やステ―ジを通じ
て発表する機会を設
け、市民の自発的な学
習活動を行うきっかけ
づくりと、学びを通じた
市民交流の場を提供す
る。

どなた
でも

1 オンライン動
画視聴回数
181回

共催 変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

新型コロナウイルス感染
症の急速な感染拡大を
受け会場開催は中止とし
たが、6団体の発表・紹介
動画を市公式ユ―チュ―
ブチャンネルに掲載し、
オンラインで開催をした。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

オンライン
の動画配
信

オンライン
動画視聴
回数181
回

A 延べ来場者数
500人以上

取組の
継続

感染症対策を講じなが
ら、参加者にとって安心
して参加できる開催方
法を検討し、生涯学習を
行うきっかけづくりを市
民に提供する。

6 0 5 学習支援課

80

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子市
立小・中・
義務教育
学校合同
作品展「お
おるり展」

児童・生徒の作品の発
表を通して、豊かな心情
を培い、創造的な能力
の向上を図る。

どなた
でも

1 来場者
6,500人程
度

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

ホ―ムペ―ジによる開催
から、来場者の人数を制
限し、会場のレイアウトを
変更する等行ったうえで
会場による開催を実施。

参
加
者
の
満
足
度

アンケート
でとてもよ
かった・よ
かったと答
えた割合
99％

アンケート
でとてもよ
かった・よ
かったと答
えた割合
99.5％

A アンケートでと
てもよかった・
よかったと答
えた割合99％

改善・
見直し
の実施

参加者のアンケ―トによ
ると、目標を達成できた
ものの、会場開催をする
ことで参加者の入場制
限を行ったことによる、
改善を求める声が多数
あったため、次年度に向
けて検討していく。

2,694 2,498 3,516 学務課

81

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

市民セン
タ―まつ
り

地域コミュニティ拠点の
市民センタ―で、住民協
議会による市民センタ
―まつりを開催し、コ
ミュニティ活動の育成・
活性化を目指す。

どなた
でも

0 866 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

川口やまゆり館まつりの
み規模を縮小して実施。
外１６市民センタ―まつ
りは、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のた
め中止。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

イベントを
実施する際
は、基本的
な感染防
止対策を
徹底したう
えで実施す
る。

感染対策
を行ったう
えで実施し
た。

A イベントを実施
する際は、基本
的な感染防止
対策を徹底し
たうえで実施
する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
防止対策を施したうえ
で実施可能か検討する。

14,794 517 14,794 協働推進課

82

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

南大沢総
合センタ
―まつり・
川口やま
ゆり館ま
つり

生涯学習センタ―を利
用している団体と協働
して日頃の学習の成果
を発表する機会を設
け、市民の交流の場を
提供するとともに、地域
の活性化につなげる。

どなた
でも

1 270 市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

川口やまゆり館まつり
（11月）については、感染
対策を講じた上で2年ぶ
りに開催し、10団体の参
加（作品展示）があった。
南大沢総合センタ―まつ
りについては、市民セン
タ―まつりと合わせて2
年連続で中止となった。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

20団体程
度の参加

10団体の
参加

B 10～20団体
の参加

取組の
継続

来場者の密集・密接を防
ぐ対策を検討し、より多
くの団体に日頃の学習
成果を発表する機会を
提供していく。

0 0 0 学習支援課

83

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子ま
つり

地域文化の創造と継
承、市民相互の連帯と
融和、観光都市八王子
のイメ―ジの高揚を図
る。

どなた
でも

― ― 補助 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め中止

参
加
者
の
満
足
度

イベントを
実施する際
は、基本的
な感染防
止対策を
徹底したう
えで実施す
る。

― 評
価
な
し

イベントを実施
する際は、基本
的な感染防止
対策を徹底し
たうえで実施
する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症対策を施したうえで
開催予定

48,800 11,579 42,437 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・八
王子まつり
実行委員
会）

84

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子い
ちょう祭
り

有志市民によるまつり
で、地域の発展と自然
と心のふれあう地域文
化の社会的な広がりを
目指す。

どなた
でも

1 455,000 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策を図りな
がら規模を縮小し開催。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

イベントを
実施する際
は、基本的
な感染防
止対策を
徹底したう
えで実施す
る。

感染対策
を行ったう
えで実施し
た。

A イベントを実施
する際は、基本
的な感染防止
対策を徹底し
たうえで実施
する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症対策を施したうえで
開催予定

5,364 5,364 5,364 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・い
ちょう祭り
祭典委員
会）
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

85

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

フラワ―
フェスティ
バル由木

由木地域の活性化とコ
ミュニティづくりを図
る。

どなた
でも

― ― 補助 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め中止

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

イベントを
実施する際
は、基本的
な感染防
止対策を
徹底したう
えで実施す
る。

― 評
価
な
し

イベントを実施
する際は、基本
的な感染防止
対策を徹底し
たうえで実施
する。

取組の
継続

開催中止決定済み 4,000 250 4,000 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・フ
ラワ―フェ
スティバル
祭典委員
会）

86

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子城
跡まつり

親子で楽しめるイベント
を地元や市民団体等と
ともに協働して開催し、
八王子市の歴史に興味
を持ち、郷土愛の醸成
を図る。

どなた
でも

― ― 委託 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の影響により開催中
止。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

来場者
1,000人

― 評
価
な
し

― 廃止・
休止

市と市民団体との協働
で、八王子城跡における
八王子の歴史を扱う催
しについては、「八王子
北条氏照まつり」などが
行われる予定になって
おり、親子で楽しめるイ
ベントとなっている。こ
れは市民団体が主導で
行われることから、これ
とは別に、市が主体と
なって行う「八王子城跡
まつり」を今後実施する
予定は無い。

500 0 0 ―

87

イ
ベ
ン
ト
等

家
庭
生
活

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

消費生活
フェスティ
バル

消費者団体相互の交流
を図るとともに、消費者
団体等と連携して、消費
生活に関する情報を体
験や遊びを通して消費
者に提供する。

どなた
でも

1ケ月
間
（Web
開催）
202
2/3/
1～
3/31

期間内閲覧
数
1222件

市単
独

変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止を図るため、
企画当初から開催方法
をWEB開催とした。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

アンケ―ト
の回答者
の90％以
上が高評
価

約70％
楽しかった
と回答（回
収15）

B 参加者の90％
以上が高評価

取組の
継続

関係団体と連携し、充実
した内容となったが、コ
ロナウィルス感染症拡大
防止のため、閲覧者はか
なり減った。こういった
状況でも安全に配慮し
可能な限り実施（実開
催）できるよう努める。
【課題】参加団体、参加者
の増
【方向】消費者団体相互
間の交流を図り、広報等
の周知を工夫するとと
もに、消費生活センタ―
の認知度を高める。新型
コロナウイルス感染症の
感染状況を見ながら八
王子市消費生活フェス
ティバルをWEBまたは
リアルで実施する。

0 0 74 消費生活セ
ンタ―

88

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

健康フェ
スタ・食育
フェスタ

例年、5月第3日曜日を
「市民健康の日」と定
め、健康づくりや食育に
ついて、子どもから大
人まで、楽しみながら、
体験できる学びと市民
交流の場を提供する。

どなた
でも

― ― 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め、開催時期をずらして
屋外（八王子城跡）にて
行う予定にしていたが、
第5波での感染拡大状況
を鑑みて、中止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

来場者アン
ケ―トで
「健康づく
りのきっか
けとなっ
た」と回答
する人の割
合　90％
以上

― 評
価
な
し

来場者アンケ
―トで「健康づ
くりのきっかけ
となった」と回
答する人の割
合　90％以上

取組の
継続

コロナ禍でのイベント開
催となるため、例年より
規模を縮小してイベント
を行う。規模縮小の中で
も子どもから大人まで
楽しみながら体験でき
る学びと市民交流の場
を提供する。

200 83 1,700 健康政策課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

89

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に

関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子環
境フェス
ティバル

環境の保全についての
関心と理解を深め、環
境保全活動への参加意
欲を高めることを目的
とし、日―の学習成果
を発表する機会を設
け、市民の自発的な学
習活動のきっかけづく
りと、学びを通じた交流
の場を提供する。

どなた
でも

4 1,637 実行
委員
会

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

６月の開催は中止とし、１
１月にイト―ヨ―カド―八
王子店・イ―アス高尾に
て、規模を縮小して４日
間開催した。

そ
の
他

１回開催 1回開催 A １回開催 取組の
継続

６月５日にJR八王子駅
北口西放射線ユ―ロ―
ド・南口とちの木デッキ
にて開催する。

700 700 700 環境政策課
（八王子環
境フェス
ティバル実
行委員会）

90

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

こども将
棋大会

日本の伝統文化である
「将棋」に親しみ、大会
を通じてコミュニケ―
ションや礼儀作法の修
得など、子どもたちの
健全育成を図る。

子ども ― ― 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め、大会を中止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

別の開催
方法で実
施する。

― 評
価
な
し

参加者80人以
上

取組の
継続

新型コロナウイルス感染
症の影響から2年間事
業が中止になってしまっ
ていたため、令和4年度
は感染症対策を講じな
がら参加者にとって安
心できる開催方法を検
討し、実施をする。

0 0 503 学習支援課

91

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民スポ
―ツ大会

スポ―ツにおける市民
の日頃の練習の成果を
発揮できる場を提供し、
競技の普及、競技力の
向上を図る。

どなた
でも

57 8,204 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

13競技実施、１９競技中
止。感染症対策を行いな
がら、開催できるものを
実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

17,000
人

参加者数
8,204人
（目標値に
対する参加
割合
48.25%）

B 17,000人 取組の
継続

十分な感染症対策を講
じたうえで開催できるよ
う、実施団体と協議、調
整を行う。

3,371 1,836 3,371 スポ―ツ振
興課

92

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民レク
リエ―ショ
ン大会

市民が日頃のレクリエ
―ション活動の成果を
発揮する場と、それらを
観る機会を提供し、市
民の生涯学習活動を支
援する。

どなた
でも

― ― 委託 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 1,000人 ― 評
価
な
し

1,000人 取組の
継続

十分な感染症対策を講
じたうえで開催できるよ
う、実施団体と協議、調
整を行う。

743 40 743 スポ―ツ振
興課

93

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民スポ
―ツレクリ
エ―ション
大会

スポ―ツ・レクリエ―
ション活動における市
民の日頃の練習の成果
を発揮する場を提供し、
市民の生涯学習活動を
支援する。

どなた
でも

35 1,282 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

10競技実施、５競技中
止。感染症対策を行いな
がら、開催できるものを
実施

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 3,000人 参加者数
1,282人
（目標値に
対する参加
割合
42.73%）

B 3,000人 取組の
継続

十分な感染症対策を講
じたうえで開催できるよ
う、実施団体と協議、調
整を行う。

503 337 503 スポ―ツ振
興課

94

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

全関東八
王子夢街
道駅伝競
走大会

公道がコ―スとなる駅
伝では日本最大級の大
会として、八王子市の魅
力を市内外へ発信し、ス
ポ―ツの振興と地域の
活性化を図る。

どなた
でも

― ― 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 2,000人 ― 評
価
な
し

2,000人 取組の
継続

十分な感染症対策を講
じたうえで開催できるよ
う、実行委員会や関連団
体と協議、調整を行う。

24,055 0 23,400 スポ―ツ振
興課

95

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

大学生等
が参画す
る生涯学
習センタ
―講座の
実施

大学生等の知識や大学
等の有する設備を活用
した講座を地域の大学
等と協働で実施し、市
民の学習機会の一層の
充実を図る。

子ども 2 17 市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

東京工科大学との共催
で「夏休みプログラミン
グ講座」を実施。学生に
助手を依頼し、子どもた
ちにプログラミングを体
験する機会を提供した。

参
加
者
の
満
足
度

満足度
85％以上

アンケート
で「大変満
足」「満足」
と答えた割
合100%

A 満足度85%以
上

取組の
継続

引き続き大学生等が参
画する講座を実施し、市
民の学習機会の一層の
充実を図っていく。

― ― ― 学習支援課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

96

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

ビッグウ
エスト学
生フェス
ティバル

八王子市学園都市推進
会議主催で学生フェス
ティバル委員会により
開催し、学生同士や市
民の人たちとの交流を
図る。

どなた
でも

1 学生２４９人
来場者３５人

補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

コロナの影響を踏まえ、
関係機関等と協議した結
果、一部のイベントを中
止とし、開催したイベント
も無観客で実施した（参
加団体によりオンライン
配信）。

普
及
・
啓
発
等

参加者・来
場者への
周知をしっ
かり行い、
安全に配
慮して開催
する。

開催後に
感染者の
報告はな
かった。

A 開催規模の拡
大（前年度より
も参加団体数
増）

取組の
継続

コロナ禍の影響および、
参加団体の解散等のた
め、従前の開催規模を望
めない。次年度以降の拡
大のステップとして開催
する。

2,004 880 2,094 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

97

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

★学生天
国★

大学コンソ―シアム八
王子加盟25大学等の
学生で構成する学生委
員会により開催し、学生
同士や市民の人たちと
の交流を図る。

どなた
でも

1 来場者数
1,000人
参加団体
７団体(ステ
―ジ：６・出店
１)

補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染
症感染防止対策を講じて
開催した。全体的に規模
縮小となったが、今年度
のテ―マ「ハ―トフルを
探しに」に因み、多くの市
民から感じたエピソ―ド
を集めることができた。

普
及
・
啓
発
等

参加者・来
場者への
周知をしっ
かり行い、
安全に配
慮して開催
する。

開催後に
感染者の
報告はな
かった。横
山町公園
にパ―ティ
ション設置
し、近隣商
店からも高
評価を得
た。

A 開催規模の拡
大（前年度より
も参加団体数
増）

取組の
継続

コロナ禍の影響および、
参加団体の解散等のた
め、従前の開催規模を望
めない。次年度以降の拡
大のステップとして開催
する。

2,588 2,064 2,588 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

98
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

学生企画
事業への
支援

大学コンソ―シアム八
王子加盟25大学等の
学生が、八王子地域を
舞台にイベント等を企
画・運営・実施する際
に、支援する。

大学コ
ンソ―
シアム
八王子
に加盟
する大
学等に
在籍す
る5名
以上の
学生で
構成す
る団体

1 ６大学等8団
体

補助 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

申し込みのあったすべて
の団体の事業を採択・実
施した。成果報告会は、
ハイフレックス（zoom、
YouTubeライブ配信）
した。その結果、例年以
上に事業成果および「学
園都市八王子」の魅力を
全国にPRできた。
（ハイブリッド実施あり）

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

事業採択
数のうち6
割を学生と
地域社会
の協働事
業とする。

地域社会
の協働事
業は、
75%で
あった。

A 事業採択数の
うち7割以上を
学生と地域社
会の協働事業
とする。

取組の
継続

コロナ禍の影響により、
学外活動に制限がかか
る可能性があり、地域社
会との連携が難しいケ
―スも想定される。

1,632 911 1,741 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

99

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

学生発表
会

大学コンソ―シアム八
王子加盟25大学等の
学生が日頃の研究成果
を市民・企業・市政など
に向けて発表する。

大学コ
ンソ―
シアム
八王子
に加盟
する大
学等の
学生

1 発表件数
１９９件

補助 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

発表件数は昨年比増と
なった。新たに英語での
口頭発表をオンラインで
実施した。感染症対策と
しては、参加者同士の接
触防止や飛沫拡散防止
等の対策を徹底するほ
か、発表者を除く連名発
表者及び一般来場者(市
民・学生)はオンラインを
含め事前予約制とした。
（ハイブリッド実施あり）

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

周知活動
を充実さ
せ、参加大
学等数を
全加盟大
学等の過
半数以上
とする。

全加盟大
学等の過
半数を超え
る１５大学
が参加し
た。

A この数年参加
していない大
学等の参加を
促し、参加大学
等数を全加盟
大学等の過半
数以上とする。

取組の
継続

発表件数のみならず、参
加した学生の満足度の
向上に寄与する取組み
を継続的に実施する。

1,686 1,214 1,777 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

100

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

八王子学
生ＣＭコ
ンテスト

学園都市八王子の特色
を活かし、学生ならでは
の視点で八王子市の魅
力を動画CMにした作
品を募集し、コンテスト
を開催する。

学生
（個人
または
団体）

1 ２３作品(１１
大学等)

補助 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

上映会・表彰式は、ハイフ
レックス（YouTubeライ
ブ）配信した。その結果、
成果を全国にPRでき
た。受賞作品はテレビや
街頭ビジョンで放映の機
会を設け、八王子市の魅
力発信に加え、学生の取
り組みが広く発信され
た。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

参加大学
等数を全
加盟大学
等の1/5以
上とする。

全加盟大
学等の1/4
を超える１
１大学が参
加した。

A 上映会・表彰式
の視聴者数が
200名以上と
する。

取組の
継続

市民におけるCMコンテ
ストの認知度が低いた
め、周知を強化する。

1,571 1,608 2,189 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

101

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

成人式(令
和4年度
(2022年
度)からは
「二十歳を
祝う会」）

成人式の開催に当たっ
て、大学生等を中心とし
た実行委員会を立ち上
げて企画運営に参画す
るとともに、高校生がボ
ランティアとして運営に
参画することにより、式
典を協力してつくりあ
げる社会経験の場とす
る。

成人 4 3,649人 共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

開催回数を４回に分散・
時間を短縮、さらにサテ
ライト会場として南大沢
文化会館でも式典の映
像を投影し開催した。さ
らにYouTubeでも動画
を配信・市内7カ所に
フォトスポットを設置す
るなど、新成人の参加の
選択肢を増やした。
（ハイブリッド実施あり）

参
加
者
の
満
足
度

感染症対
策を行い、
多世代・地
域と協働し
て成人式
を開催し、
新成人に
社会人とし
ての自覚
を促す。

感染症対
策を講じな
がら、実行
委員会とと
もに会場と
オンライン
で成人式
を実施する
ことができ
た。

A 感染症対策を
行い、多世代・
地域と協働し
て成人式を開
催し、新成人に
社会人として
の自覚を促す。

取組の
継続

成年年齢の引き下げに
より、令和4年度から
「二十歳を祝う会」に名
称を変更し開催する。開
催初年度として方向性
を固めるとともに、新し
い生活様式を踏まえた
式典を開催する。

3,111 2,737 2,345 学習支援課
（成人式実
行委員会）

102

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

八王子市
内高等学
校吹奏楽
フェスティ
バル

市内高等学校吹奏楽
フェスティバルを高校
生による運営とするこ
とで、青少年の音楽活
動の成果発表の場を確
保するとともに、イベン
ト開催に参画する機会
を提供する。

高校生 1 市内高校参
加：13校

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和3年度は予算措置が
0になり、株式会社ジェイ
コムの協力により開催。
会場は関係者のみの来
場制限を設けていたが、
特別番組の放映を行うこ
とで、より多くの市民の
関心を集めることができ
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

500名 500名（関
係者のみ）

A 500名 取組の
継続

共催団体・協力団体と連
携をとりながら、コロナ
禍のより良い実施方法
の検討を行い、青少年の
音楽活動の成果発表の
場を提供していく。

0 0 458 学習支援課

103

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

児童館・こ
どもシ
ティ

子どもたちが、社会性
や協調性を育む機会
に、学生と地域が参加
し、交流活動を行う。

子ども ― ― 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

― 各地区で実施する準備
をしていたが、関係機関
との調整の結果や緊急
事態宣言の発出などに
より、実施できなかった。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

1回開催 0 評
価
な
し

1回開催 取組の
継続

感染症対策として密の
回避、人流の抑制が求め
られている中で、児童館
でどのような行事がど
れだけできるか見通し
が立たない。そのような
中にあっては、小規模に
1回でも実施できればよ
いと考える。

432 0 706 青少年若者
課

104

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

支援を必
要とする
若者の学
び直しの
場の提供

ひきこもりや働くことへ
の不安などを抱える若
者に対する、学びの継
続や学び直しに向けた
活動の場として、主に対
人関係に慣れるための
プログラム活動を提供
する。

15歳
～39
歳の若
者

112
件

598人 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

ベルマ―クの仕分けボラ
ンティア、室内ストレッ
チ、遊びを通した対人訓
練メニュ―等

プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
回

数 90回 112回 A プログラム活
動９０回実施

取組の
継続

運営事業者の強みを活
かし、対人面で改善が期
待できる多様なプログ
ラムを継続して実施して
いく。

28,388 28,388 28,450 青少年若者
課

105
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

若者が参
加できる
ボラン
ティア活
動の充実

地域貢献につながる活
動メニュ―を企画・立案
し、若者が参加できるボ
ランティア活動を提供
する。また、地域のボラ
ンティア活動の情報を
広く提供する。

15歳
～39
歳の若
者

2 8人 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

・高尾山薬王院清掃ボラ
ンティア
・大塚西公園池清掃イベ
ント

普
及
・
啓
発

地域活動メ
ニュ―の企
画・立案を
進める

感染防止
に留意しな
がら、企画
立案したイ
ベント実施
及び地域イ
ベントへ参
加できた。

A 地域での活動
5回

取組の
継続

感染予防措置を講じる
こと、地域の受け入れ先
との調整、当日の移動手
段の確保など、手続きが
煩雑となるが、可能な範
囲で実施していく。

28,388 28,388 28,450 青少年若者
課

106

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

クリエイト
ライブス
テ―ジ

日ごろの音楽活動の成
果発表の場として、40
歳以下の団体・個人を
対象にステ―ジを提供
するとともに、出演者・
来場者間の交流を図
る。

どなた
でも

－ 出演者115
名
観覧者222
名

市単
独

変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

感染対策のため、演目の
間に換気の時間を設け
るとともに、観客につい
ても完全入れ替え制にし
て開催した。また、抽選
に外れたうち1団体につ
いては、後日オンライン
での動画配信にて参加し
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

10団体程
度の参加

11団体の
参加（うち
1団体はオ
ンラインで
の動画配
信）

A 10～15団体
の参加

取組の
継続

来場者の密集・密接を防
ぐ対策を検討し、より多
くの団体・個人に音楽活
動の成果発表の場を提
供していく。

0 0 0 学習支援課
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【基本施策２】（番号５０～１０７、５８事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和４年度

担当課
(実施主体）

令和
３年度
予算

(千円)

令和
３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

107

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

若者の視
野が広が
る教育・普
及啓発

若者にとって生きるヒ
ントが得られるような
学びの機会を充実す
る。

成人 8 199 市単
独

通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

「未来のために学ぶ
SDGs」他7講座を実施
し、生きるヒントが得られ
るような学びの機会を提
供した。8講座199名参
加。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

10講座 8講座 B 10講座 取組の
継続

より多くの若者が参加
し、生きるヒントが得ら
えるような内容の講座
を実施していく。

― ― ― 学習支援課
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【基本施策３】（番号１０８～１２９、２２事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

108

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

023 学びへ
の新た
な参加
を促す
取組

生涯学習
しえん
ねっと講
座

学習支援委員が合同講
座「しえんねっと講座」
を開催することにより、
市民に生涯学習活動の
きっかけづくりの場を
提供し、新たな参加を
促す。

どなた
でも

― ― 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 令和3年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響等
を考慮し未実施。

参
加
者
の
満
足
度

合同講座
の参加者
満足度
80％以上

合同講座
未開催の
ため数値
なし。

評
価
な
し

合同講座の参
加者満足度
80％以上

取組の
継続

共催団体と連携を取り、
「新しい生活様式」に対
応した環境作りを実施
し、生涯学習活動のきっ
かけづくりの場を提供し
ていく。

― ― ― 学習支援課

109

情
報
提
供
・
環
境

整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

生涯学習
相談

生涯学習情報を提供す
るほか、サ―クル結成・
運営などの学習要望に
対して助言する。

どなた
でも

随時 ― 市単
独

通
常
通
り
実
施

― 窓口及び電話にて生涯
学習情報を提供した。

そ
の
他

相談体制
の構築

開館日の
窓口にお
いて随時
実施

A 相談体制の構
築

取組の
継続

開館日において引き続
き生涯学習相談を実施
していく。

0 0 0 学習支援課

110

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

学習支援
委員によ
る相談

青少年活動の応援、国
際交流や伝統文化の普
及、家庭教育、サ―ク
ル・団体活動のサポ―ト
等、学習支援委員がそ
れぞれの得意分野を活
かして、生涯学習活動に
関する相談を受け、助
言や情報提供を行う。

どなた
でも

随時 ― 市単
独

通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響を受け支援委
員の対面での活動は減
少したが、オンラインツ―
ルを用いた会議・講座の
開催等新たな方法で学
習支援を行った。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

学習相談
の機会を
増やす

学習相談
機会の提
供が例年
より減少し
た。

B 学習相談の機
会を増やす

取組の
継続

学習支援委員と連携を
とりながら、市民に生涯
学習の情報提供の仕組
み作りを引き続き行う。

― ― ― 学習支援課

111

情
報
提
供
・
環

境
整
備

教
養
的
な
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

SNSによ
る生涯学
習講座・イ
ベント情
報の発信

講座・イベント・フリ―ス
ペ―スの情報につい
て、Facebookと
Twitterを通じて発信
する。

どなた
でも

随時 ― 市単
独

通
常
通
り
実
施

― 講座やフリ―スペ―スの
開催状況に加えて、開館
状況についても随時情報
発信した。

そ
の
他

発信体制
の構築

faceboo
k
145回/年
twitter
670回/年

A 発信体制の構
築

取組の
継続

講座やフリ―スペ―スの
開催状況及び開館状況
について随時情報を発
信する。

0 0 0 学習支援課

112

情
報
提
供
・
環
境
整

備

育
児
・
教
育

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

イベントカ
レンダ―
による情
報発信

夏休み期間中に実施す
る小学生向けの事業を
集約した小冊子「夏休み
イベントカレンダ―」な
ど、学習情報を一元化
して市民に分かりやす
く情報提供する。

子ども 1 発行部数：
21,496

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 市内児童に分かりやすい
情報の提供ができた。

普
及
・
啓
発
等

分かりやす
い情報の
提供

紙面にピク
トグラムを
使用し、分
かりやすい
情報を提
供できた。

A 分かりやすい
情報の提供

取組の
継続

市内児童に分かりやす
い情報の提供ができた。

― ― ― 学習支援課

113

情
報
提
供
・
環

境
整
備

社
会
問
題
・
市

民
生
活
に
関
す

る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

広報「はち
おうじの
教育」の発
行

市の教育行政情報や学
校、教育施設の情報を
提供し、市民に教育施
策を周知する。

どなた
でも

― ― 市単
独

― ― 教育関連情報の効果的
な発信方法を検討するた
め、令和3年度について
は広報「はちおうじの教
育」の発行は行わなかっ
た。

事
業
の
再
構

築
・
充
実
・
拡

大
等

今年度は
発行の予
定なし

なし 評
価
な
し

なし 廃止・
休止

広報「はちおうじの教
育」の発行に替わり、「広
報はちおうじ」の特集記
事として教育関連情報
を年2回程度発信する。

0 0 0 教育総務課

114

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
貢
献
活
動

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

はちコミ
ねっと

市民活動に関する情報
発信を行う。

どなた
でも

通年 14,650 指定
管理
者

通
常
通
り
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

当センタ―に来所する市
民に対し、はちコミねっ
との利用促進を徹底的
に行ったため、登録団体
が増え、さらにこのWeb
サイトにアクセスする市
民が増えた。数字として
は団体令和2年度のユ―
ザ数は7,982だったこ
とに対し、令和3年度は
14,650となり、ほぼ倍
増した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

登録団体
数470団
体

登録団体
数475団
体

A 登録団体数
250団体

改善・
見直し
の実施

昨今のレスポンシブな
Webサイトデザイン等の
利便性の向上のために
全面的にリニュ―アルす
るが、これにともない登
録団体の見直しを行い、
実質的に活用している
団体に使っていただく
環境作りをするととも
に、活動を停止している
団体等の整理を行う。

1,496 1,496 1,496 協働推進課
（市民活動
支援センタ
―）

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和

３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）
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【基本施策３】（番号１０８～１２９、２２事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和

３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

115

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

市民セン
タ―だよ
りの発行

地域住民協議会が発行
する情報誌を活用し、身
近な地域情報を発信す
る。

どなた
でも

25 171,480 補助 変
更
し
て
実
施

― 新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策のため
様―な事業が中止とな
り、センタ―だよりにて
発信する情報が少なかっ
たため、紙面の縮小や発
行回数を減らして実施

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

紙面の充
実

 コロナ禍
のため事
業が実施
できないな
か、各住民
協議会が
工夫して紙
面を作成し
情報発信
を行った。

A 紙面の充実 取組の
継続

引き続き、地域住民協議
会による情報集など紙
面の充実に努め、身近な
地域情報の発信を行う。

1,405 1,127 1,405 協働推進課

116

情
報
提
供
・
環
境
整
備

家
庭
生
活

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

消費生活
情報の提
供

消費生活ニュ―ス、くら
しのレポ―ト、広報消費
生活特集号等を発行
し、消費生活に関わる情
報提供を行う。

どなた
でも

消費
生活
ニュ―
ス12
回、く
らしの
レポ―
ト3
回、広
報特
集号1
回

消費生活
ニュ―ス
8,600部、
くらしのレポ
―ト1,400
部、広報特集
号
284,000
部

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 消費生活ニュ―ス（毎月
発行）
くらしのレポ―ト
（4.7.12月発行）
広報特集号（9月15日
号）を作成し配布した。

普
及
・
啓
発
等

タイムリ―
な情報を
関係団体
と共同で情
報提供す
る。

消費生活
ニュ―ス約
8,000部
くらしのレ
ポ―ト約
1,000部
広報特集
号約28万
部

A タイムリ―な情
報を関係団体
と共同で情報
提供する。

取組の
継続

【課題】消費生活につい
て情報提供をすること
で、市民が安心・安全な
消費生活を行えるよう
になる。
【方向】注意喚起情報の
発信と消費者の自立を
目指した情報提供を行
う。配布場所を民間機関
を追加しより多くの人に
配布する。

0 0 0 消費生活セ
ンタ―

117

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

外国人向
け情報誌
「Ginkgo
」の発行

外国人のニ―ズに合わ
せた行政情報の提供の
充実を目指し、年6回、
多言語で、外国人向け
情報誌を発行する。

外国人 6 延12,672
部

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 例年の記事に加え、新型
コロナウイルス感染症の
感染防止に関する啓発や
支援情報などを掲載し
た。
市核施設・国際協会・日
本語学級・大学などで配
布

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

掲載記事
の充実

発行部数
12,672
部

A 掲載内容の充
実を図るため、
記事の収集に
努める。

取組の
継続

より多くの外国人市民
に情報を届けるために、
掲載内容の充実と情報
誌の周知を図っていく。

327 208 491 多文化共生
推進課

118

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も

の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

男女共同
参画情報
紙「ぱれっ
と」の発行

男女共同参画に関する
認識や理解を深めるた
めの情報を提供する。

どなた
でも

1 285,940
部発行

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピックを踏ま
えて、スポ―ツにおける
ジェンダ―のあり方や性
別にとらわれない「私ら
しさ」について著名人の
インタビュ―記事を掲載
した。

普
及
・
啓
発
等

アンケ―ト
等で意見
収集し、子
育て世代に
も関心を
持ってもら
える紙面づ
くりを行
い、市民に
対して男女
共同参画
について啓
発する。

オリンピッ
クに関連し
て話題性
のある記
事を掲載す
ることで、
幅広い世
代に情報
提供がで
きた。

A 幅広い世代に
関心を持って
もらえる紙面
づくりを行う。

改善・
見直し
の実施

令和4年度は「ぱれっと」
において条例制定の周
知を行うため、条例周知
に付随して市民等にお
ける男女共同参画に関
する認識や理解を深め
るきっかけとなるような
紙面づくりを行う。

1,073 1,058 1,019 男女共同参
画課

119

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

生涯学習
センタ―

地域住民にとって身近
な学習拠点であるほ
か、交流の場、コミュニ
ティ形成の場として、学
習ニ―ズや地域の実情
に応じた学習機会を提
供する。

どなた
でも

－ 122,062 市単
独

変
更
し
て
実
施

― 年度当初は緊急事態宣
言等により休館していた
が、宣言解除後は部屋の
消毒や手洗いの励行等
感染対策を講じた上で、
講座やフリ―スペ―ス等
の事業を再開した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

利用者数
120,000
人以上

122,062
人

A 利用者数
135,000人
以上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で、市民に学習機会
を提供していく。

― ― ― 学習支援課
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【基本施策３】（番号１０８～１２９、２２事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和

３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

120

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

学習室の
貸し出し

団体・個人に学習室等
を貸し出し、市民の自発
的な生涯学習活動を支
援する。

どなた
でも

21,747 － 市単
独

変
更
し
て
実
施

― 年度当初は緊急事態宣
言等により休館していた
が、宣言解除後は部屋の
消毒や手洗いの励行等
感染対策を講じた上で、
学習室等の貸出を再開し
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

利用件数
20,000
件以上

21,747
件

A 利用件数
22,000件以
上

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上で学習室等を貸し
出し、市民の生涯学習活
動を支援していく。

― ― ― 学習支援課

121

情
報
提
供
・
環
境

整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

フリ―ス
ペ―ス

空き学習室を自習スペ
―スとして開放し、学生
の自主的な学習を支援
するとともに、若い世代
の施設利用を促進す
る。

学生 3館合
計
953
日

21,309 市単
独

変
更
し
て
実
施

― 休館等で実施できない
時期があったものの、3
館合計で953日実施し、
延べ21,309名の利用
があった。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 土・日・祝、
平日夜間、
学校長期
休業期間
に実施

3館合計で
953日実
施

A 土・日・祝、平日
夜間、学校長期
休業期間に実
施

取組の
継続

適切な感染対策を講じ
た上でフリ―スペ―スを
実施し、学生の自主的な
学習を支援していく。

0 0 0 学習支援課

122
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

図書館 「地域の情報拠点」とし
て、子どもから高齢者ま
で多様な利用者の学習
活動を支え、新たなニ
―ズに対応する。

どなた
でも

【開放
日数】
277
日

【自習室（中
央館）の利用
者数】
9,366人

市単
独

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和2年度に比べ、開放
日が増加したため、利用
者も増加した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 4,846人 9,366人 A 9,366人 取組の
継続

引き続き、新型コロナ
ウィルスの感染拡大防
止に留意しつつ開催す
る必要がある。

― ― ― 図書館課

123
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

地区図書
室の図書
館化

身近な読書環境の整備
のため、地区図書室を
図書館として整備する。

どなた
でも

― ― 市単
独

― ― 市全体における図書館
施設適正化方針の中で
整理していく。

そ
の
他

― ― 評
価
な
し

― 取組の
継続

市全体における図書館
施設適正化方針の中で
整理する必要がある。

― ― ― 図書館課

124

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

八王子駅
南口集い
の拠点整
備

八王子医療刑務所跡地
に整備する公園、歴史・
郷土ミュ―ジアム（新郷
土資料館）とともに、学
習・交流機能を持つ交
流スペ―スや図書館機
能を持つ憩いライブラ
リを整備する。

どなた
でも

施設
整備
に向
けて
準備
中の
ため、
未回
答

施設整備に
向けて準備
中のため、未
回答

市単
独

― ― 施設整備に向けて準備
中のため、未回答

そ
の
他

施設整備
に向けて準
備中のた
め、未回答

施設整備
に向けて準
備中のた
め、未回答

評
価
な
し

PFI事業者公
募準備中

取組の
継続

PFI事業者公募準備中 ― ― ― 集いの拠点
整備課

125
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

若者の活
動拠点づ
くり

既存施設にあり方の見
直しにより高校生や大
学生などをはじめとす
る若者の活動の場とし
ての機能を持たせるな
ど、生き生きと活躍で
きる若者の拠点づくり
を進める。

15歳
～39
歳の若
者

通年
（247
日）

のべ1,817
人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

・若者総合相談センタ―
において、利用者が次の
一歩を踏み出す準備段
階としてのフリ―スペ―
スを提供した。
・ユースセンター機能を
含めた児童館のあり方を
検討している。

そ
の
他

ユ―スセン
タ―機能の
構想化に
向けた検
討

若者総合
相談センタ
―にサ―ド
プレイスを
設置するこ
とができ
た。

B 既存施設のあ
り方の見直し
を図り、若者の
活動の場の提
供を検討する。

取組の
継続

若者総合相談センター
が企画する地域でのプ
ログラム活動を充実さ
せる。また、既存施設の
これまでの経緯を踏ま
えたあるべき姿の検討
を行っていく。

28,388 28,388 28,450 青少年若者
課

126
そ
の
他

社
会
問
題
・
市

民
生
活
に
関
す

る
も
の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

施設内の
サイン計
画改善

言語や障害に左右され
ず、施設内を不自由な
く使用できるように表
示を改善する。

どなた
でも

― ― 市単
独

通
常
通
り
実
施

― 障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八
王子づくり条例の周知啓
発をチラシ等で行った。

そ
の
他

― 庁内関連
施設328
か所へ1部
ずつ配布

B 庁内関連施設
だけでなく、八
王子にある民
間企業へも周
知啓発を進め
る

取組の
継続

障害のある人もない人
も共に安心して暮らせる
八王子づくり条例の周
知啓発をチラシ等で続
けていく。

― ― ― 障害者福祉
課

127

情
報
提
供
・
環
境

整
備

育
児
・
教
育

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

学習支援
のための
託児

子育て中の市民等の学
習支援として、満1歳～
未就学児の託児サ―ビ
スを提供し、特に女性の
社会参画の促進を図
る。

どなた
でも

156 利用保護者
230人

市単
独

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

ほっとタイムサ―ビスの
利用者へのアンケ―トを
実施し、利用者のニ―ズ
把握を行った。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 利用保護
者136人

利用保護
者
230人

A 利用保護者
230人

取組の
継続

市民等のニ―ズを踏ま
え、より学習機会が確保
できるようなサ―ビス
を提供するため手法を
検討し反映していく。

7,731 6,772 7,043 男女共同参
画課

23 / 24 ページ



【基本施策３】（番号１０８～１２９、２２事業）

対象者 回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和3年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和３年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和４年度目
標値

方向性
令和４年度の
課題と方向

（120字程度）

NO 施策名

令和
３年度
予算

(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

事業名 事業内容

令和３年度　実績 令和３年度の目標および評価 令和４年度　目標設定
令和

３年度
決算

(千円)

令和
４年度
予算

(千円)

令和４年度
担当課

(実施主体）

128
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

障害者の
参加を促
す環境整
備

障害者が講座等への参
加に必要な介助者や手
話通訳者の受講料を無
料とするほか、車いす使
用者用の机や拡大資料
を提供し、障害者が参
加しやすい環境を整備
する。

どなた
でも

― ― 市単
独

通
常
通
り
実
施

― 障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八
王子づくり条例の周知啓
発をチラシ等で行った。

そ
の
他

― 庁内関連
施設328
か所へ1部
ずつ配布
―

B 庁内関連施設
だけでなく、八
王子にある民
間企業へも周
知啓発を進め
る

取組の
継続

障害のある人もない人
も共に安心して暮らせる
八王子づくり条例の周
知啓発をチラシ等で続
けていく。

― ― ― 障害者福祉
課

129
そ
の
他

情
報
端
末
・
イ
ン
タ
―

ネ
ッ
ト
に

関
す
る
も
の

028 ICTを
活用し
た生涯
学習機
会の充
実

ICTの活
用

図書館における、電子
書籍の拡充、ホ―ムペ
―ジ等による情報発信
の充実を図る。

どなた
でも

― 【電子書籍貸
出数（令和4
年3月時点】
48,956回

【タイトル数
（令和4年3
月時点）】
15,997点

市単
独

通
常
通
り
実
施

― 電子書籍コンテンツを拡
充。また、ホ―ムペ―ジ
では、読み聞かせ動画の
配信や図書館展示のブッ
クリストを整理して公開
した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件

数
等

前年度を
上回る貸
出数及びタ
イトル数

【電子書籍
貸出数（令
和4年3月
時点】
48,956
回

【タイトル数
（令和4年
3月時点）】
15,997
点

A 前年度を上回
る利用状況

取組の
継続

電子書籍や図書館サ―
ビスの周知PRをSNSや
街のイベントなどを活用
して、より積極的に行っ
ていく。

5,858 5,294 6,628 図書館課
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